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スクールアルバムで培った高品質印刷
ご満足いただけるデザインを提案
地域密着ならではのきめ細やかな対応

ダイコロなら

枚方・交野・寝屋川 エリア限定

（例） チラシ／A4サイズ／片面カラー／1,000枚 ＠9.5円（税込＠10.45円）〜

企画からデザイン、印刷・納品までトータルにサポート！！

072-867-3436
ダイコロ株式会社 大阪本社営業２課

印刷物・ノベルティ商品
制作キャンペーン

・ヒアリング ・ご提案 ・撮影 ・編集 ・デザイン ・印刷 ・製本 ・配送
企画 デザイン 印刷・納品

お気軽に
お問い合わせ
ください

３The
NORTH

THE  KITAOSAKA  CHAMBER  OF  COMMERCE  &  INDUSTRY

2 0 2 3  

北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

今月の表紙：株式会社ザ・テーブル今月の表紙：株式会社ザ・テーブル

北大阪商工会議所北大阪商工会議所　公式アプリ開設
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください

Androidの方はこちら

iPhoneの方はこちら

令和５年度の経済を俯瞰する
－令和５年度経済産業省主要施策－　　　　　後編

特　集

北大阪商工会議所公式アプリをスマホに
入れていただくと、補助金等施策情報を
始め、確定申告、源泉徴収、労働保険年度
更新の各時期など経営に必要な情報をリアル
タイムで通知、情報に直接アクセスでき、
経営の羅針盤としてご活用いただけます！
今すぐダウンロードを！



交野の地図を創る。
森英興産は交野市を拠点に、上下水道工事、道路、河川などの公共工事や宅地造成工事を行っております。
近年は地震や津波といった災害が多く、又それに対応できるよう、森英興産ならびに地元業者が
「交野市建星会」という災害ボランティア団体を結成しております。
これからも地域の皆様の暮らしを見守り、人々の笑顔と交野の美しい自然を残し、交野の地図を創り続けた
いと思っております。

お客様は神様です。
森英興産は、『顧客第一主義』『地域社会への貢献』理念で社会のお役に立つこと、地域の皆様に喜ばれるよ
うに頑張っています。
公共工事・造成工事はもとより、建築工事・外構工事やリフォームなどの工事に関する御用がございました
ら、お気軽にご相談くださいますようお願い申し上げます。

営業種目：総合建設業・総合管理業・設計業務　　建設業許可：大阪府知事（般-３）第117756号

代表取締役：森　英介　本社：交野市南星台2丁目1-2
第二資材置場：交野市星田北６丁目11-20
TEL：072-892-4567　FAX：072-892-4141

企
業
理
念

着工前 施工中 完　了

護岸整備工事

着工前 完了

森南傍示線道路拡幅工事

自社一貫生産を実現
エムケイ産業

当社では、物流コストや時間・労力のロスなど一切の無駄を大幅に軽減し、大手メーカーより購入した高品質の原反をもとに、
スライス加工・粘着加工・裁断・打抜き・検査・梱包・出荷までの一貫生産体制をとっております。

また、これにより全行程をトータルに管理できるため、よりきめの細かなニーズ対応と品質管理を実現することができます。

精度に
自信あります！

小ロット・短納期も
ご相談下さい。

コストパフォーマンスに
自信があります！

フィルム加工から
大型スポンジの加工まで
対応致します

常に品質向上に
努めています

近郊なら自社便での
配送も致します

スライス1

断　裁3

検　査

エムケイ産業株式会社 〒573-0137 大阪府枚方市春日北町1-３-1
TEL：072-858-5533

5

粘　着2

打ち抜き4

梱包・出荷6

ISO9001　ISO14001　OHSAS18001　認証取得

0.2mmからスライス可能です。
他社では出来ないスライス加工も
ご相談下さい。
スライス機２種類　計６台完備

テーパーカットや手加工（特殊形
状）も可能です。13台（国内最大
級）の台数で短納期対応も可能。
即日加工等（加工内容によって異
なる）もお任せ下さい。

クリーンルーム（クラス 10000）
２部屋完備し、電子顕微鏡・ダ
イヤルゲージ等で0.01mm単位
での検査出来ます。
また高精度の張り合わせ等も検
査含め可能です。

単板の粘着加工からRoll to Roll
の粘着も可能です。ガスが出やす
く粘着が困難なスポンジに対して
もエムケイ独自の恒温槽で養生
するので、強力粘着が可能です。

ハーフカットにも対応しています。
大型自動機（M幅）・自動機５台・油
圧機４台・ロール機１台を完備！
クリーンルームでの打ち抜きも
可能です。

個梱包・専用ケース等ご希望に
沿って梱包・配送します。
お客様のニ－ズに合わせた現品
票貼りも対応しています。
ご希望等がございましたら気軽に
ご相談下さい。



Nijiriguchiの躙り口

今回のNijiriguchiの主人公は、
株式会社ザ・テーブルの黒田一郎
氏。寝屋川市香里園の「きゅうろ
く鉄板焼屋香里園店」など２店舗
を展開。おいしい鉄板焼とハン
バーグをリーズナブルな価格で提
供している。店名である「きゅう
ろく」にちなんで９月６日にはハ
ンバーグを96円で96食提供する
など、個性的なサービスで一気に
認知度を高めた。鉄板で焼かれる
ステーキやハンバーグは高級なイ
メージがあるが、誰もが利用し
やすい価格でしっかりとお肉本
来の味を楽しめると人気だ。コ
ロナ禍の2021年には、枚方市田
口に新形態の「GOCHIHAN96 
Hamburg & Coffee hirakata」
をオープン。時代に合わせて進化
を続ける黒田氏の熱き思いに迫る。

（詳しくは11頁）

令和５年３月１日　毎月１日発行　通巻623号
北大阪商工会議所　［枚方市・寝屋川市・交野市］
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令和５年度の経済を俯瞰する
－令和５年度経済産業省主要施策－

後 編

政
府
で
は
各
省
庁
よ
り
出
さ
れ
た
予
算
要
求
を

元
に
、
議
会
や
財
務
省
に
て
集
約
精
査
さ
れ
、
12

月
23
日
に
2
0
2
3
年
度
予
算
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
一
般
会
計
総
額
は
1
1
4
兆
３
、8
1
2
億

円
と
22
年
度
当
初
予
算
比
で
6
・
3
％
増
、
11
年

連
続
で
過
去
最
大
を
更
新
し
た
。
今
回
の
目
玉

は
、
霞
が
関
で
「
財
源
３
兄
弟
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
、
防
衛
費
、
子
ど
も
政
策
、
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
G
X
）の
３
つ
、
と
も

に
予
算
要
求
よ
り
も
増
額
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
経
済
政
策
に
関
連
が
深
い
の
は
ご
想
像
の
通

り
、
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
G
X
）だ
。
G
X
は
今
後
10
年
間
で
官
民
か

ら
の
1
5
0
兆
円
越
え
の
投
資
を
促
す
こ
と
を
標

榜
し
て
い
る
。
政
府
は
中
期
的
に
ど
の
よ
う
に
舵

を
切
っ
て
い
く
の
か
。
そ
れ
を
俯
瞰
で
き
る
の
が
、

内
閣
府
の
「
骨
太
の
方
針
」
と
呼
ば
れ
る
「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」
や
そ
れ
を
よ
り

経
済
施
策
に
落
と
し
込
ん
だ
経
済
産
業
省
関
連
政

策
だ
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
事
業
者
や
消
費
者
に
直

接
届
く
も
の
も
あ
れ
ば
、
府
や
市
、
第
３
セ
ク

タ
ー
や
日
本
商
工
会
議
所
を
通
し
て
、
当
所
が
お

繋
ぎ
で
き
る
も
の
も
多
い
。

今
回
は
２
月
号
に
引
き
続
き
、
今
後
の
日
本
経

済
全
体
に
影
響
を
与
え
る
令
和
５
年
度
の
日
本
政

府
の
経
済
産
業
政
策
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
北
大
阪
の
地
域
経
済
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
活
用
す
る
余
地
が
あ
る
の

か
、
紐
解
い
て
い
き
た
い
。

※
内
閣
府
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」

「
新
し
い
資
本
主
義
へ
～
課
題
解
決
を
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に
変

え
、
持
続
可
能
な
経
済
を
実
現
～
」
と
題
し
て
、
2
0
2
2
年
６

月
に
発
表
さ
れ
た
政
府
方
針
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
下
で
の
マ
ク
ロ
経
済
運
営
や
人
へ
の
投
資
と

分
配
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ（
新
規
創
業
）へ
の
投
資
、
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）へ
の
投
資
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）へ
の
投
資
、
経
済
安
全
保
障
・
外
交
・
安
全

保
障
・
食
料
安
全
保
障
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
強
化
、
対
外

経
済
連
携
の
促
進
、
社
会
保
障
の
充
実
な
ど
幅
広
く
定
義
さ
れ
、

各
省
庁
の
施
策
に
落
と
し
込
ま
れ
て
い
る
。

【
続
】
西
村
経
産
大
臣
年
頭
所
感
か
ら
ひ
も
解
く
、

2
0
2
3
年
の
日
本
経
済
舵
取
り

 

経
産
大
臣
の
コ
メ
ン
ト
全
体
を
見
渡
す
と
「
物

価
高
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
」「
G
X
」「
対
外
経
済
」

「
中
小
企
業
」「
成
長
投
資
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
散

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
前
回
は
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
に
よ
る
物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
や
コ
ロ
ナ
禍

の
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
出
口
対
策（
主
に
借
換
）、
未

来
へ
の
投
資
の
ひ
と
つ
と
し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
今
回
は
目
玉
の
「
財
源
３
兄
弟
」
の
ひ
と
つ
、

「
G
X
」
と
「
対
外
経
済
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
構
成
で
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
、
ど

の
程
度
の
予
算
感
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
の
か

ひ
も
解
い
て
い
き
た
い
。

【
G
X
推
進
】

　
大
臣
コ
メ
ン
ト

「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
日
本
の
経
済
・

社
会
、
産
業
構
造
の
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
G
X
を
進
め
ま
す
。
G
X

実
行
会
議
の
と
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
、
安
定
供
給

を
大
前
提
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力

と
い
っ
た
脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
将
来
に
わ
た
る

選
択
肢
と
し
て
強
化
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
方
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
に

向
け
、
系
統
整
備
と
出
力
変
動
へ
の
対
応
や
次
世

代
再
エ
ネ
技
術
の
開
発
、
地
域
と
の
共
生
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
大
規

模
か
つ
強
靭
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
べ

く
、
必
要
と
な
る
制
度
の
準
備
を
早
期
に
進
め
ま

す
。
原
子
力
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
と
し
な
が
ら
、
原
子
力

発
電
所
の
再
稼
働
を
進
め
ま
す
。
次
世
代
革
新
炉

の
開
発
・
建
設
に
つ
い
て
、
廃
止
を
決
定
し
た
炉

の
次
世
代
革
新
炉
へ
の
建
て
替
え
の
具
体
化
を
進

め
、
ま
た
、
運
転
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
現

行
制
度
と
同
様
に
、
運
転
期
間
は
40
年
、
延
長
を

認
め
る
期
間
は
20
年
と
の
制
限
を
設
け
た
上
で
、

追
加
的
な
延
長
を
認
め
る
こ
と
と
し
、
更
に
は
、

最
終
処
分
の
実
現
に
向
け
た
国
主
導
で
の
取
組
の

抜
本
的
強
化
な
ど
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
課
題
に
も

正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
を
含
む
基
本
方
針
案
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
新
た
な
方
針
案

に
つ
い
て
、
立
地
地
域
や
国
民
の
皆
様
の
御
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
今
後
10
年
間
で
1
5
0
兆
円
超
の

官
民
の
投
資
を
実
現
す
る
べ
く
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
基
づ
い
て
、
G
X
経
済
移
行
債
を
活
用
し
た

20
兆
円
規
模
の
大
胆
な
先
行
投
資
支
援
や
、
カ
ー

ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
※
の
導
入
に
つ
い
て
方
針
を
予

め
示
す
こ
と
等
を
通
じ
て
、
予
見
可
能
性
を
高
め
、

民
間
投
資
を
後
押
し
し
ま
す
。
企
業
が
自
主
的
に

排
出
量
の
取
引
を
行
う
G
X
リ
ー
グ
※
に
つ
い
て
は
、

実
証
事
業
や
ル
ー
ル
形
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。」

※
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

気
候
変
動
問
題
の
主
因
で
あ
る
炭
素
に
価
格
を
付
け
る
仕
組
み

の
こ
と
。 

こ
れ
に
よ
り
、
炭
素
を
排
出
す
る
企
業
な
ど
に
排
出
量

見
合
い
の
金
銭
的
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
具
体
的

に
は
燃
料
や
電
気
の
使
用
量
に
応
じ
て
課
税
を
行
う
「
炭
素
税
」

の
導
入
や
、
企
業
ご
と
に
排
出
量
上
限
を
定
め
る
こ
と
で
超
過
企

業
と
低
減
企
業
の
間
で
の
排
出
量
取
引
を
行
う
仕
組
み
の
導
入
、

C
O
２
削
減
の
程
度
を
企
業
の
価
値
と
し
て
評
価
し
M
＆
A
な
ど
の

投
資
判
断
と
す
る
仕
組
み（
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
）な
ど
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
海
外
で
は
E
U
が
G
H
G

削
減
目
標
を
引
き
上
げ
た
2
0
2
0
年
12
月
以
降
よ
り
導
入
国
が

急
増
し
て
お
り
、
我
が
国
と
し
て
は
出
遅
れ
感
が
否
め
な
い
。

※
G
X
リ
ー
グ

我
が
国
は
2
0
2
0
年
10
月
に
「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
1
年
４
月
に
は
、
2
0
3
0
年
度
の
新
た
な
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
目
標
と
し
て
、
2
0
1
3
年
度
か
ら
46
％
削
減
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
さ
ら
に
50
％
の
高
み
に
向
け
て
挑
戦
を
続
け
る

と
の
新
た
な
方
針
を
示
し
て
い
る
。
我
が
国
が
2
0
5
0
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
を
実
現
し
、
さ
ら
に
世
界
全
体
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
も
貢
献
し
な
が
ら
、
そ
の
た
め
の
対

応
を
成
長
の
機
会
と
し
て
捉
え
、
産
業
競
争
力
を
高
め
て
い
く
た

め
に
は
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
で
勝
て
る
よ
う
な
「
企
業
群
」
が
、
変

革
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
官
・
学
・
金

が
新
た
な
市
場
の
創
造
の
た
め
の
実
践
を
行
う
場
と
し
て
「
G
X

リ
ー
グ
」
を
設
立
。
今
後
「
G
X
リ
ー
グ
」
の
実
装
に
向
け
た
詳

細
設
計
の
議
論
と
取
組
の
実
証
を
進
め
る
。
2
0
2
2
年
12
月
31

日
時
点
で
賛
同
企
業
は
6
5
8
社
、
事
務
局
は
経
済
産
業
省
と
博

報
堂
、
野
村
総
研
な
ど
が
担
っ
て
い
る
。

 　
具
体
的
な
施
策

「
持
続
的
な
成
長
を
可
能
と
す
る
経
済
社
会
の
実
現
」

日
本
が
直
面
す
る
経
済
社
会
課
題（
脱
炭
素
、
デ

ジ
タ
ル
化
、
経
済
安
保
、
健
康
、
災
害
等
）を
解
決

す
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
世
界
の
市
場
獲
得
に
も

つ
な
が
り
う
る
と
の
考
え
の
下
、
政
府
も
民
間
も

リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
一
歩
前
に
出
て
大
胆
に
投
資
を

拡
大
し
て
い
く
。

⑴
炭
素
中
立
社
会
の
実
現
【
２
、6
8
3
億
円

（
２
、0
4
5
億
円
）＋
産
総
研
交
付
金
6
5
0
億
円

の
内
数（
6
1
5
億
円
の
内
数
）＋
N
I
T
E
交
付

金
79
億
円
の
内
数（
78
億
円
の
内
数
）】

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
転
換

⃝  

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
と
し
つ
つ
、

安
定
的
で
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
確
保

と
、
気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
を
進
め
る
S

＋
３
E
の
大
原
則
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
追
求

す
る
。
こ
う
し
た
中
、
再
エ
ネ
に
つ
い
て
は
、

地
域
と
共
生
し
た
再
エ
ネ
の
適
正
な
導
入
・

管
理
の
環
境
整
備
を
前
提
に
、
太
陽
光
・
風

力
・
地
熱
・
バ
イ
オ
マ
ス
・
水
力
の
最
大
限

の
導
入
促
進
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
系
統
整
備

の
加
速
や
蓄
電
池
・
水
電
解
装
置
を
含
め
た

調
整
力
の
確
保
を
進
め
る
。

▼  

太
陽
光
発
電
の
導
入
可
能
量
拡
大
等
に
向
け
た

技
術
開
発
事
業
【
34
・
0
億
円（
30
・
5
億
円
）】

▼  

需
要
家
主
導
に
よ
る
太
陽
光
発
電
導
入
促
進
補

助
金
【
1
6
5
・
0
億
円（
1
2
5
・
0
億
円
）】

▼  

洋
上
風
力
発
電
の
導
入
促
進
に
向
け
た
採
算

性
分
析
の
た
め
の
基
礎
調
査
事
業
【
45
・
0 

億
円（
新
規
）】

▼  

地
熱
発
電
の
資
源
量
調
査
・
理
解
促
進
事
業

【
1
6
0
・
0
億
円（
1
2
6
・
5
億
円
）】

▼  

海
外
に
お
け
る
地
熱
の
探
査
事
業
に
対
す
る

出
資
事
業
【
10
・
0
億
円（
新
規
）】

▼  

固
定
価
格
買
取
制
度
等
の
効
率
的
・
安
定
的

な
運
用
の
た
め
の
業
務
委
託
事
業
【
33
・
0 

億
円（
30
・
0
億
円
）】

⃝  

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
大
量
導
入
に
向
け
た
、

国
内
外
で
の
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築

や
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
技
術
開
発
を
支
援

す
る
。

▼  

競
争
的
な
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向

け
た
技
術
開
発
事
業
【
88
・
7
億
円（
新
規
）】

▼  

水
素
社
会
実
現
に
向
け
た
革
新
的
燃
料
電
池

技
術
等
の
活
用
の
た
め
の
研
究
開
発
事
業

【
84
・
0
億
円（
79
・
1
億
円
）】

▼  

化
石
燃
料
の
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
に

向
け
た
持
続
可
能
な
航
空
燃
料
(SA
F：

Sustainable 

A
viation 

Fuel)・
燃
料

ア
ン
モ
ニ
ア
生
産
・
利
用
技
術
開
発
事
業

【
82
・
0
億
円（
70
・
8
億
円
）】
等

⃝  

2
0
3
0
年
の
C
C
S（
二
酸
化
炭
素
回
収
・

貯
留
、
C
arbon 

dioxide 

C
apture 

and 

Storage）事
業
開
始
に
向
け
、
先
進
的
な

C
C
S
事
業
を
支
援
。
ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
の
社
会
実
装
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

▼  

先
進
的
C
C
S
支
援
事
業
【
45
・
0
億
円（
新
規
）】

⃝  

省
エ
ネ
技
術
の
開
発
・
実
用
化
を
通
じ
た
需

要
サ
イ
ド
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
転
換
、
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換（
バ
イ
オ
マ
ス
・
水
素

等
）に
資
す
る
設
備
も
含
め
た
先
進
的
な
省
エ

ネ
設
備
の
導
入
を
進
め
る
。

▼  

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
需
要
構
造
転
換
支
援
事
業

費
補
助
金
【
3
6
0
・
0
億
円（
2
5
3
・
2 

億
円
）】

▼  

住
宅
・
建
築
物
需
給
一
体
型
等
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
投
資
促
進
事
業
【
72
・
0
億
円（
80
・
9 

億
円
）】

▼  

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
の
研
究
開
発
・
社
会
実
装
促
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
【
70
・
0
億
円（
75
・
0
億
円
）】

▼  

A
I
・
I
o
T
等
を
活
用
し
た
更
な
る
輸
送

効
率
化
推
進
事
業
費
補
助
金
【
62
・
0
億
円

（
62
・
0
億
円
）】

▼  

無
人
自
動
運
転
等
の
C
A
SE対
応
に
向
け
た
実

証
・
支
援
事
業
【
74
・
0
億
円（
58
・
5
億
円
）】

▼  

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
有
効
利
用
高
度
化
事
業

【
15
・
0
億
円（
11
・
9
億
円
）】
等

②
産
業
構
造
の
転
換

●  

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
経
済

社
会
・
産
業
構
造
へ
の
転
換
に
向
け
て
10
年

で
1
5
0
兆
円
超
の
官
民
投
資
実
現
の
た
め

「
G
X
経
済
移
行
債（
仮
称
）」
を
含
む
「
成
長

志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
構
想
」
の

具
体
化
を
進
め
る
。

●  

G
X
リ
ー
グ（
脱
炭
素
に
積
極
的
に
取
り
組
む

企
業
が
ル
ー
ル
作
り
の
議
論
や
自
主
的
な
排

出
量
取
引
等
を
行
う
場
）の
段
階
的
発
展
・
活

用
を
進
め
る
。

▼  

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

リ
ー
グ
運
営
事
業
【
20
・
0
億
円（
新
規
）】

⃝  

国
内
外
の
関
係
閣
僚
や
有
識
者
を
招
い
た

「
東
京
Ｇ
Ｘ
ウ
ィ
ー
ク
」
の
開
催
を
通
じ
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
の
Ｇ
Ｘ
の
実
現
を
日

本
が
主
導
し
て
い
く
。

▼  

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
シ
ナ
リ
オ
構

築
等
に
向
け
た
国
際
連
携
事
業
【
35
・
3
億

円（
11
・
6
億
円
）】（
再
掲
）等

●  

蓄
電
池
産
業
戦
略（
2
0
2
2
年
４
月
中
間
取

り
ま
と
め
）を
踏
ま
え
た
蓄
電
池
の
国
内
製
造

基
盤
の
整
備
を
行
う
。

⃝  

電
動
車
※
の
普
及
、
充
電
・
水
素
充
て
ん
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
中
小

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
等
の
業
態
転
換
を
支
援
す
る
。

▼  

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
・
イ
ン
フ

ラ
導
入
促
進
補
助
金
【
4
3
0
・
3
億
円

（
2
4
5
・
0
億
円
）】

▼  

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
自
動
車

部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
事
業
転
換
支
援
事
業

【
7
・
9
億
円（
4
・
1
億
円
）】

▼  

電
動
車
の
更
な
る
普
及
に
向
け
た
車
体
課
税

の
見
直
し 

等

※  

電
気
自
動
車
、
燃
料
電
池
自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
及
び
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
。

⑵
デ
ー
タ
主
導
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現

【
4
8
0
億
円（
3
2
3
億
円
）＋
I
P
A
交
付
金

78
億
円
の
内
数（
58
億
円
の
内
数
）】

①
デ
ジ
タ
ル
産
業
基
盤
の
強
化

●  

次
世
代
半
導
体
の
設
計
・
製
造
基
盤
構
築
の

た
め
の
日
米
連
携
の
推
進
や
経
済
安
保
上
不
可

欠
な
半
導
体
の
安
定
供
給
確
保
に
取
り
組
む
。

⃝  

効
率
的
な
情
報
処
理
の
た
め
端
末
側
で
も
情

報
処
理
を
行
う
エ
ッ
ジ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
高
性
能
化
を
実
現
す
る
省
エ
ネ
A
I
半

導
体
・
チ
ッ
プ
レ
ッ
ト
※
や
、
半
導
体
開
発
の

高
速
化
・
省
エ
ネ
化
を
実
現
す
る
量
子
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
な
ど
次
世
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
等
の
技
術
開
発
を
進
め
る
。

▼  

チ
ッ
プ
レ
ッ
ト
設
計
基
盤
構
築
に
向
け
た
技

術
開
発
事
業
【
25
・
0
億
円（
新
規
）】

▼  

省
エ
ネ
A
I 

半
導
体
及
び
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
技
術
開
発
事
業
【
80
・
0
億
円（
新
規
）】
等

※  

集
積
回
路
を
構
成
す
る
C
P
U
や
G
P
U
等
に
つ
い
て
、
機

能
ご
と
の
複
数
の
チ
ッ
プ
に
分
割
製
造
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

す
る
技
術
。
集
積
回
路
を
一
つ
の
チ
ッ
プ
上
で
生
産
す
る
従

来
製
法
と
比
較
し
て
、
コ
ス
ト
低
減
と
高
性
能
動
作
の
両
立

が
可
能
。
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⃝  

量
子
技
術
の
実
証
環
境
の
構
築
や
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
で
産
業
化
を
支
援
す
る
拠
点
整
備
、

光
電
融
合
技
術
等
の
将
来
技
術
の
開
発
を
進

め
る
。

⃝  
次
世
代
計
算
基
盤
実
現
の
た
め
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
支
援
や
利
用
環
境
整
備
、
量

子
・
A
I
を
用
い
て
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開

発
等
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
開
発
・
実
証
を
進
め
る
。

▼  

量
子
・
A
I
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
技
術
の
サ
イ

バ
ー
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
開
発
事
業
【
15
・
0
億

円（
新
規
）】

②
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
及
び
事
業
環
境
の
整
備

⃝  

東
京
圏
以
外
の
地
方
に
お
け
る
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
拠
点
整
備
の
支
援
を
行
う
。
５
G
導

入
促
進
税
制
を
活
用
し
て
地
方
を
含
め
た
基

地
局
整
備
の
加
速
化
、
日
米
連
携
に
よ
る
５

G
基
地
局
の
第
三
国
展
開
を
進
め
る
。

▼  

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
地
方
拠
点
整
備
事
業

【
20
・
0
億
円（
新
規
）】

⃝  

モ
ビ
リ
テ
ィ
や
空
間
情
報
、
企
業
間
取
引
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
等
の

分
野
に
お
け
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
設
計（
全
体

設
計
）や
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
構
築
を
進
め
る
。

▼  

産
業
D
X
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
整

備
事
業
【
32
・
0
億
円（
22
・
0
億
円
）】

▼  

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
運
営
費

交
付
金
【
78
・
4
億
円
の
内
数（
58
・
0
億
円

の
内
数
）】

⃝  

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
や
国
際
情
勢
の
変
化
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推
進
・
対
処

能
力
向
上
を
進
め
る
。

▼  

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
経
済
基
盤
構
築
事

業
【
20
・
9
億
円（
20
・
2
億
円
）】

▼  

産
業
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
靱
化
事
業

【
24
・
9
億
円（
新
規
）】

▼  

中
小
企
業
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
事

業
【
4
・
1 

億
円（
3
・
1
億
円
）】

⃝  

自
動
運
転
車
や
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
、
ド
ロ
ー
ン
、

自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
を
含
む
物
流
・
人

オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
多
様
な
分
野
の
事
業
者
の

連
携
に
よ
る
用
途
開
発
を
推
進
す
る
。

⃝    

発
酵
生
産
技
術
や
ゲ
ノ
ム
合
成
・
編
集
技
術

等
の
基
盤
技
術
の
開
発
を
支
援
す
る
。

⃝    

バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
バ
イ
オ
燃
料
な
ど

多
様
な
バ
イ
オ
由
来
製
品
の
普
及
拡
大
に
向

け
た
生
産
の
効
率
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
必
要

な
技
術
開
発
・
実
証
を
支
援
す
る
。

▼  

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
実
現
を
加
速
す
る

バ
イ
オ
由
来
製
品
生
産
技
術
の
開
発
事
業

【
31
・
0
億
円（
29
・
6
億
円
）】 

等

【
対
外
経
済
政
策
】

  　
大
臣
コ
メ
ン
ト

「
国
際
秩
序
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
中
で
あ
っ
て
も
、
分

断
で
は
な
く
協
調
が
重
要
で
あ
り
、
自
由
で
包
摂
的

な
経
済
秩
序
の
構
築
を
我
が
国
が
主
導
し
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
経
済
に
関
す
る
国
際
ル
ー
ル
作
り
を
含
め
、

イ
ン
ド
太
平
洋
経
済
枠
組
み（
IPEF）、
日
米
経
済

版
２
＋
２
、
経
済
連
携
協
定
や
W
T
O
と
い
っ
た
枠

組
み
を
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
、
今
年
は
、

日
本
が
G
７
の
議
長
国
を
務
め
、
日
A
SEA
N
が
友

好
協
力
50
周
年
を
迎
え
る
重
要
な
年
で
す
。
現
地
の

持
続
可
能
な
経
済
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
、
同
時
に

成
長
の
果
実
を
取
り
込
む
た
め
、
日
A
SEA
N
経
済

共
創
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱

化
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
に
よ
る
協
業
の
促

進
な
ど
、
協
力
の
具
体
化
を
進
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

今
年
３
月
の
ア
ジ
ア
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
共
同
体

（
A
ZEC）閣
僚
会
合
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
ア
ジ

ア
の
G
X
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
に
お
け
る
人
権
配
慮
を
促
す
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
普
及
や
、
予
見
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
国
際

協
調
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
先
端
技
術
の
輸
出
管

理
で
の
対
応
に
向
け
て
同
志
国
と
連
携
し
ま
す
。」

 　
具
体
的
な
施
策

「
国
際
経
済
秩
序
の
再
編
に
お
け
る
主
体
的
な
対

外
政
策
」

ア
ジ
ア
や
有
志
国
と
連
携
し
た
成
長
戦
略
、
グ

リ
ー
ン
・
デ
ジ
タ
ル
・
人
権
等
の
「
共
通
価
値
」

へ
の
対
応
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
経
済
基
盤
の
強

化
・
立
て
直
し
な
ど
、
国
際
経
済
秩
序
の
再
編
の

た
め
に
主
体
的
な
役
割
を
担
う
。

⑴
ア
ジ
ア
や
有
志
国
と
一
体
と
な
っ
た
成
長
戦

流
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
標
準
化
を
進
め
る
。

▼  

次
世
代
空
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
社
会
実
装
に
向
け

た
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
【
35
・
0
億
円（
29
・

3
億
円
）】

▼  

革
新
的
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
開
発
等
基
盤
構
築
事

業
【
18
・
3
億
円（
9
・
5
億
円
）】

▼  

流
通
・
物
流
の
効
率
化
・
付
加
価
値
創
出
に

係
る
基
盤
構
築
事
業
【
10
・
0
億
円（
4
・

5
億
円
）】

⃝  

W
eb3.0※
に
関
連
し
た
新
規
事
業
立
ち
上
げ

等
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
実
態

を
踏
ま
え
た
事
業
環
境
整
備
を
進
め
る
。

▼  

自
己
発
行
・
自
己
保
有
の
暗
号
資
産
に
つ
い

て
は
、
期
末
時
価
評
価（
マ
ー
ケ
ッ
ト
価
格
に

よ
る
評
価
）課
税
の
対
象
外
と
す
る
。

※  

ウ
ェ
ブ
ス
リ
ー
：
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
支
え
ら
れ
て
、

個
人
が
デ
ー
タ
を
分
散
し
て
所
有
・
管
理
し
、
巨
大
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
介
さ
ず
に
個
人
同
士
が
自
由
に
つ
な
が
り

交
流
・
取
引
す
る
世
界
。

⑶
経
済
安
全
保
障
の
実
現
【
78
億
円（
62
億
円
）】

●  

経
済
安
全
保
障
推
進
法
の
執
行
も
見
据
え
た

重
要
物
資
の
特
定
、
特
定
さ
れ
た
重
要
物
資

に
係
る
支
援
・
保
全
策
の
着
実
な
実
行
に
取

り
組
む
。

●  

次
世
代
に
不
可
欠
な
技
術
の
開
発
・
実
装
の

担
い
手
と
な
る
民
間
企
業
へ
の
資
本
強
化
を

含
め
た
支
援
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

⃝    

経
済
安
保
重
要
技
術
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

る
A
I
・
量
子
・
航
空
・
宇
宙
・
海
洋
・
サ

イ
バ
ー
・
バ
イ
オ
等
の
先
端
重
要
技
術
の
育

成
を
進
め
る
。

⃝  

A
I
・
量
子
な
ど
の
研
究
開
発
動
向
の
調
査
、

国
内
中
小
企
業
・
大
学
・
研
究
機
関
向
け
の

技
術
管
理
体
制
の
構
築
を
支
援
す
る
。

▼  

重
要
技
術
管
理
体
制
強
化
事
業
【
19
・
5
億

円（
18
・
5
億
円
）】

●  

新
た
な
安
全
保
障
貿
易
管
理
の
枠
組
の
検
討

も
含
め
た
先
端
技
術
を
保
有
す
る
同
志
国
と

の
責
任
あ
る
技
術
管
理
に
取
り
組
む
。

●  

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
機
微
な
技
術
に
つ
い

て
の
特
許
出
願
非
公
開
制
度
の
円
滑
な
施
行

に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
。

略
【
1
9
3
億
円（
1
6
3
億
円
）＋
J
E
T
R
O
交

付
金
2
9
0
億
円
の
内
数（
2
5
5
億
円
の
内
数
）】

●  

IP
E
F※

１

、
C
P
T
P
P※

２

・
R
C
E
P※

３

等
の

E
P
A※

４

、
SC
RI※

５

を
通
じ
た
、
地
域
大
の

自
由
で
公
正
な
経
済
秩
序
の
形
成
を
進
め
る
。

※
１  

イ
ン
ド
太
平
洋
経
済
枠
組
み
。
In
d
o
-P
a
cific 

Econom
ic 

Fram
ew
orkの
略
。

※
２  

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先

進
的
な
協
定
。
C
om
prehensive 

and 

Progressive 

A
greem
ent for Trans-Pacific 

Partnershipの
略
。

※
３  

地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携
。
R
e
g
io
n
a
l 

C
om
prehensive 

Econom
ic 

Partnershipの
略
。

※
４  

経
済
連
携
協
定
。
E
co
n
o
m
ic 

P
a
rtn
ersh
ip 

A
greem
entの
略
。

※
５  

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靱
化
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
。

Supply 

C
hain 

Resilience 

Initiativeの
略
。

●  

日
本
が
議
長
国
と
な
る
2
0
2
3
年
G
７
に

お
い
て
、
気
候
変
動
・
供
給
途
絶
リ
ス
ク
な

ど
の
国
際
課
題
に
対
し
、
包
摂
的
で
持
続
可

能
な
取
組
を
推
進
す
る
。

●  

ア
ジ
ア
未
来
投
資
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ（
A
JIF）、

ア
ジ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ（
A
ET
I）の
具
体
化

に
取
り
組
む
。
脱
炭
素
技
術
の
実
証
・
導
入
、

人
材
育
成
等
に
よ
る
ア
ジ
ア
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
共
同
体
構
想
の
実
現
に
取
り
組
む
。

▼  

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
シ
ナ
リ
オ
構

築
等
に
向
け
た
国
際
連
携
事
業
【
35
・
3
億

円（
11
・
6
億
円
）】

▼  

脱
炭
素
化
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
資
す
る
我

が
国
技
術
の
国
際
実
証
事
業
【
65
・
0
億
円

（
64
・
9
億
円
）】

▼  

東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
研
究
協
力
拠
出
金

【
10
・
0
億
円（
10
・
0
億
円
）】

⃝  

2
0
2
3
年
の
日
A
SEA
N
友
好
協
力
50
周

年
を
機
に
、
将
来
の
日
A
SEA
N
の
経
済
共

創
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
官
民
参
加

型
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
日
A
SEA
N
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
高
度
化
に
向
け
た
検
討

等
を
進
め
る
ほ
か
、
ア
ジ
ア
各
国
・
各
企
業

と
の
経
済
協
力
等
を
進
め
る
。

▼  

日
・
A
S
E
A
N
経
済
産
業
協
力
拠
出
金

【
1
・
1
億
円（
0
・
7
億
円
）】
等

⑷
新
し
い
健
康
社
会
の
実
現
【
2
2
8
億
円

（
1
8
3
億
円
）】

①
医
療
・
企
業
と
連
携
し
た
未
来
の
健
康
づ
く
り

⃝  

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
発
展
に
向
け
て
、
①
健

康
経
営
企
業
の
拡
大
、
②
医
療
D
X
と
連
携

し
、
個
人
の
健
康
・
医
療
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
個
人
に
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
た

め
の
事
業
環
境
の
整
備
、
③
新
規
事
業
の
創

出
支
援
を
行
う
。

▼  

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
基
盤
高
度
化
推
進
事
業

【
9
・
5
億
円（
新
規
）】

⃝    

女
性
特
有
の
健
康
課
題
等
を
解
決
す
る
製

品
・
サ
ー
ビ
ス（
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
）に
関
す
る

実
証
及
び
関
連
医
学
会
に
よ
る
予
防
・
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
整
理
し
た

指
針
策
定
の
支
援
を
行
う
。

▼  

予
防
・
健
康
づ
く
り
の
社
会
実
装
に
向
け
た

研
究
開
発
基
盤
整
備
事
業
【
15
・
1
億
円

（
13
・
4
億
円
）】

⃝  

医
療
分
野
の
産
業
の
発
展
に
向
け
た
、
よ
り

効
能
の
高
い
治
療（
個
別
化
医
療
）を
実
現
す

る
創
薬
技
術
・
次
世
代
治
療
技
術
等
の
研
究

開
発
や
、
再
生
・
細
胞
医
療
・
遺
伝
子
治
療

の
産
業
化
に
必
要
な
ヒ
ト
細
胞
加
工
製
品
・

治
療
用
ベ
ク
タ
ー
の
製
造
技
術
開
発
等
の
支

援
を
行
う
。

▼  

次
世
代
治
療
・
診
断
実
現
の
た
め
の
創
薬
基

盤
技
術
開
発
事
業
【
70
・
0
億
円（
58
・
4 

億
円
）】

▼  

再
生
医
療
・
遺
伝
子
治
療
の
産
業
化
に
向
け

た
基
盤
技
術
開
発
事
業
【
50
・
9
億
円（
39
・

2
億
円
）】

②
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
海
外
展
開

⃝  
市
場
創
出
と
一
体
的
な
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

等
の
新
興
国
・
途
上
国
を
中
心
と
し
た
ヘ
ル

ス
ケ
ア
産
業
の
海
外
展
開
や
日
本
へ
の
医
療

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
を
行
う
。

▼  

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
国
際
展
開
推
進
事
業

【
4
・
1
億
円（
4
・
1
億
円
）】

⑸
災
害
等
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
強
靱
な
社
会
の

実
現
【
1
9
7
億
円（
1
1
0
億
円
）】

⑵
国
際
経
済
基
盤
の
強
化
・
立
て
直
し
【
８
億

円（
６
億
円
）】

●  

多
角
的
貿
易
体
制
で
の
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国

際
秩
序
を
重
視
し
な
が
ら
、
W
T
O
※
の
機
能

を
補
完
す
る
取
組
の
検
討
を
進
め
る
。

●  

環
境
・
人
権
等
の
「
共
通
価
値
」
へ
の
対
応

に
取
り
組
む
。

▼  

日
・
E
U
・
産
業
協
力
促
進
事
業
【
1
・
8 

億
円（
1
・
8
・
億
円
）】・
等

⃝  

信
頼
性
の
あ
る
自
由
な
デ
ー
タ
流
通

（
D
F
F
T：
D
a
ta 

F
ree 

F
lo
w 

w
ith 

T
rust）実
現
の
た
め
の
国
際
枠
組
み
構
築
に

取
り
組
む
。

▼  

規
制
改
革
推
進
の
た
め
の
国
際
連
携
事
業

【
2
・
0
億
円（
1
・
2
億
円
）】

  

経
済
産
業
政
策
の
重
点
ポ
イ
ン
ト
と
北
大
阪
経
済

今
回
は
令
和
５
年
度
経
済
産
業
省
主
要
施
策
後

編
と
し
て
「
G
X
推
進
」「
対
外
経
済
対
策
」
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
。
G
X
に
関
し
て
は
、
D
X
と

な
ん
と
な
く
ゴ
ロ
が
似
て
い
る
の
で
混
同
し
て
し

ま
い
そ
う
だ
が
、
全
く
の
別
物
で
あ
る
。
D
X
は

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
G
X
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
き
っ
か
け
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源

（
制
度
）革
命
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
今
般

の
政
策
と
し
て
は
、「
G
X
推
進
」
の
中
に
D
X

が
包
括
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
通
り
、
G
X
は

2
0
2
0
年
12
月
に
政
府
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
削
減
目
標
を
設
定
し
た
こ
と
が
発
端
、
さ

ら
に
遡
る
と
、
皆
様
も
う
お
馴
染
み
の
SD
G
sが

2
0
1
5
年
９
月
に
国
連
で
宣
言
さ
れ
た
こ
と
が

発
端
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
の

取
り
組
み
が
進
展
す
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
。
し
か
し
現
役
世
代
の
我
々
か
ら
す
る
と
、
経

済
性
と
の
両
立
が
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
と

感
覚
的
に
思
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
ほ
ど
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源（
制
度
）革
命
」
に

「（
制
度
）」
を
加
え
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
自
然
発
生
的
に
G
X
に
向
か
う
の
は
さ
す
が

に
厳
し
い（
こ
と
は
政
府
も
わ
か
っ
て
い
る
）、
だ

か
ら
国
費
も
投
入
し
て
G
X
に
官
民
と
も
に
取
り

組
む
こ
と
で
儲
か
る
仕
組
み
を
創
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
裏
を
返

せ
ば
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
企
業

と
し
て
は
節
税
対
策
を
行
う
よ
う
に
「
節
炭
対
策
」

①  

災
害
大
国
と
し
て
の
強
み
を
生
か
し
た
市
場

創
出
・
国
際
展
開

●  

気
候
変
動
適
応
に
資
す
る
日
本
企
業
の
技

術
・
実
績
の
国
際
発
信
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
新
事
業
機
会
の
創
出
を
進
め
る
。

⃝    

高
圧
ガ
ス
・
電
力
・
都
市
ガ
ス
・
L
P
ガ
ス

等
の
産
業
保
安
分
野
に
お
け
る
I
o
T
・

A
I
・
ド
ロ
ー
ン
等
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

保
安
技
術
の
導
入
促
進
に
取
り
組
む
。

▼  

ス
マ
ー
ト
保
安
導
入
支
援
事
業
【
9
・
0
億

円（
新
規
）】
等

⃝    

激
甚
化
す
る
災
害
に
備
え
る
た
め
、
工
業
用

水
道
施
設
の
耐
震
化
・
浸
水
化
対
策
・
停
電

対
策
等
や
避
難
所
等
の
社
会
的
重
要
イ
ン
フ

ラ
へ
の
燃
料
タ
ン
ク
や
自
家
発
電
設
備
等
の

導
入
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
休
廃
止
鉱
山
の

鉱
害
防
止
を
支
援
す
る
。

▼  

工
業
用
水
道
事
業
費
【
34
・
8
億
円（
20
・
3 

億
円
）】

▼  

災
害
時
に
備
え
た
社
会
的
重
要
イ
ン
フ
ラ
へ

の
自
衛
的
な
燃
料
備
蓄
の
推
進
事
業
【
54
・

0
億
円（
37
・
5
億
円
）】

▼  

災
害
時
の
強
靱
性
向
上
に
資
す
る
天
然
ガ
ス

利
用
設
備
導
入
支
援
事
業
費
補
助
金
【
17
・

6
億
円（
6
・
7
億
円
）】

▼  

休
廃
止
鉱
山
鉱
害
防
止
等
工
事
費
補
助
金

【
40
・
0
億
円（
21
・
0
億
円
）】
等

②
成
長
志
向
型
の
資
源
自
律
経
済
の
確
立

●  

廃
金
属
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
再
利
用
・
再

資
源
化
を
促
進
す
る
技
術
開
発
等
に
取
り
組

む
。
具
体
的
に
は
、
排
出
・
回
収
さ
れ
た
廃

製
品
に
含
ま
れ
る
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等

の
各
種
素
材
を
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用
し

な
が
ら
最
大
限
利
用
可
能
と
す
る
基
盤
技
術

開
発
を
進
め
る
。

▼  

資
源
自
律
経
済
シ
ス
テ
ム
開
発
促
進
事
業

【
15
・
7 

億
円（
新
規
）】

⑹
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
に
よ
る
経
済
成
長
と
気

候
変
動
・
資
源
制
約
等
の
社
会
課
題
解
決
の
両
立

【
36
億
円（
34
億
円
）＋
N
I
T
E
交
付
金
79
億
円
の

内
数（
78
億
円
の
内
数
）】

⃝    

大
規
模
生
産
・
社
会
実
装
に
向
け
た
、
バ
イ

を
し
な
け
れ
ば
損
を
す
る
よ
う
な
時
代
が
す
ぐ
そ

こ
に
迫
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
ん
せ
10

年
間
で
官
民
合
わ
せ
て
1
5
0
兆
円
を
動
か
そ
う

と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
楽
観
で
き
な
い
ス
ピ
ー
ド

感
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
今
年
は
何
と
い
っ
て
も
我
が
国
が
G
７
の

議
長
国
で
あ
り
、
国
連
の
非
常
任
理
事
国
と
な
る
。

失
敗
は
問
題
外
、
い
つ
も
通
り
の
「
対
外
経
済
対

策
」
で
は
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
2
0
2
3
年
は
政
府
の
主
要
施
策
を
対
外

政
策
に
丁
寧
に
絡
ま
せ
な
が
ら
、
戦
略
的
に
国
際

的
な
存
在
感
を
示
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
計
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
今
は
特
に
国
際
的

な
課
題
が
山
積
し
舵
取
り
が
難
し
い
状
況
だ
。

前
回
の
【
物
価
高
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
へ
の
対
策
、

中
小
企
業
政
策
】
や
【
成
長
投
資
】
に
お
い
て
も

G
X
関
連
や
対
外
対
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
頻
出
し

て
い
る
。
各
々
の
主
要
施
策
が
連
動
し
て
い
る
の

が
わ
か
る
。
で
は
地
域
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

工
場
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
こ

と
で
電
力
購
入
価
格
を
通
常
よ
り
も
高
く
買
取
る

制
度
が
検
討
さ
れ
て
い
た
り
、
2
0
3
0
年
を
目

標
に
新
車
購
入
が
電
気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
、

PH
EV
、
F
C
V
し
か
購
入
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

E
V
充
電
ス
タ
ン
ド
が
あ
る
時
期
を
境
に
急
増
し

た
り
、
D
X
が
進
む
こ
と
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
効
率
化
さ
れ
生
産
性
が
向
上
し
た
り
…
様
々
な

変
化
が
起
き
る
。
発
展
し
そ
う
な
業
種
と
衰
退
し

そ
う
な
業
種
が
２
分
さ
れ
そ
う
だ
。
自
社
の
事
業

の
衰
退
が
心
配
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
余
裕

の
あ
る
う
ち
に
発
展
業
種
を
新
し
い
柱
と
し
て
着

手
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
商
工
会
議
所
で
は
そ

う
い
っ
た
目
的
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
補
助
金
支

援
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
創
業
を
始
め
、
新
し
い

販
路
開
拓
や
生
産
性
向
上
な
ど
売
上
ア
ッ
プ
に
寄

与
す
る
取
組
に
使
え
る
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
や
、
既
存
事
業
と
は
一
線
を
画
し
た
新
し
い

事
業
の
柱
の
構
築
に
使
え
る
事
業
再
構
築
補
助
金

な
ど
は
ま
さ
に
経
済
産
業
省
の
管
轄
で
あ
り
、
当

所
も
多
く
の
支
援
実
績
が
あ
る
。
関
心
を
お
持
ち

の
方
は
お
気
軽
に
商
工
会
議
所
の
門
戸
を
叩
い
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
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枚方市総合文化芸術センターにて開催枚方市総合文化芸術センターにて開催
― 新年賀会 ―― 新年賀会 ―

寝屋川市工業会　新年賀詞交換会寝屋川市工業会　新年賀詞交換会
開催開催

1月度例会　交野市長講演会
開　催

　当所（久門哲男会頭）では、１月６日枚方市総合文化芸
術センター大ホールにて、新年賀会を開催しました。昨
年に引き続き、検温・手指消毒の徹底などコロナウイル
ス感染防止対策を施した上での実施となりました。
　新年賀会では、幕開けと同時に、太鼓演奏家の鹿熊有
華氏による演奏から始まり、久門会頭、山本交野市長の
挨拶の後、前述の鹿熊氏の演奏に合わせて、書家の脇
田龍峯氏による揮毫パフォーマンスが執り行われまし
た。最後に伏見枚方市長・広瀬寝屋川市長・山本交野市
長、当所から久門会頭、佐々木・村田・寺村・松本副会
頭、谷本専務理事、宮本理事が登壇し、鏡割りが執り行
われ、宴たけなわの内に閉会となりました。

　令和５年１月31日（火）、ニューコマンダーホテルにて
新年賀詞交換会を開催いたしました。寝屋川市　広瀬市
長ほか、関係各方面からの来賓をお迎えし、55名の参加
者の皆様とともに、新しい年に向けての決意を新たにし
ました。北大阪商工会議所　久門会頭の乾杯のご発声の
後、参加者の皆様には名刺交換等を通じて交流を深めて
いただきました。また、和の舞姫としてご活躍されてい
る成瀬 朝香氏による「和妻」をご披露いただき、伝統的
な奇術を体験するなど、盛況のうちに閉会いたしました。
　寝屋川市工業会は、新入会員を募集しています。
　詳しくは、寝屋川市工業会事務局までお問い合わせく
ださい。事務局：072-828-5151

令和５年１月18日（水）、グリーンビレッジ交野２階大
会議室において、交野市工業会「１月度例会」が開催さ
れました。今回は山本景交野市長をお招きし、「今後の
市政運営について」をテーマにご講演を頂きました。

本講演では、今後のまちづくりの課題・方針について、
大きく以下の要点で述べられました。

＜寺・向井田地区のまちづくりについて＞
交通の利便性が

高く、過去には新
駅設置の構想が存
在した程のポテン
シャルの高いエリ
アである本エリア。
しかしながら、現
状は大半が市街化
調整区域（農地と
しての土地利用）であり、新駅設置の動きは鈍化してい
る状況。このエリアのまちづくりの実現性調査・新駅設
置の動きも考慮し、令和７年には「市街化区域」の編入
に向けて動きをとりたい。

＜星田エリア事業について＞
全現堂池の役割の可否と、周辺宅地からの要望。また

市有地の一部が「土砂災害特別警戒区域」に指定されて

いる創造の森につ
いて、地域の活性
化等を加味し、付
近の住民が利用で
きるような利活用
が求められている。

引き続き関係団
体等との協議を重
ね、予算を含めて解決に動く。

新型コロナウイルス感染症拡大の中での会場開催とな
りましたが、交野市工業会会員34名に対し、積極的な市
制運営に係るご講演をいただきました。

講演終了後の質疑応答にも山本市長様から丁寧にご回
答を頂き、最後は刀禰会長より「地域の更なる活性化に
向けて、今後も交野市工業会と行政との連携を強化して
いきたい」と閉会の辞があり、１月度例会を終えました。

担当：経営・情報委員会

刀禰会長よりご挨拶

▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　　　　　　　　　　　  12月31日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地
㈱浜田工務店 建築業 枚方市川原町
㈱サイトウ 建築リフォーム工事業 枚方市春日元町
㈱三好工務店 工務店 枚方市渚元町
ミュゼステージ 美容業 枚方市牧野阪
なかよし施術院 整体業 交野市私部南
㈱EXCREA 不動産業 枚方市堂山

㈲関西中央アグリ 有機農産物及び有機加工品ならびにこだわり商品
の卸売・一般慣行栽培農産物のパック加工業務 寝屋川市太間東町

㈱関西美研 人材派遣業 枚方市高田
㈱本郷工務店 建設業 寝屋川市日之出町
㈱Okada建設 建設業 交野市私市
M企画 金型の製作、修理 交野市私部西
バーバー吉野 理容業 交野市妙見坂
トモエ建設 建設業 寝屋川市田井西町
美容室E・COO 美容室 交野市私市
リーカーズ 中古車販売業 交野市星田北
㈱グッドリー タクシー事業 枚方市東香里南町
テンライツ 理美容商品卸業 寝屋川市国松町
㈱フルハウスサポート 水道設備工事 枚方市尊延寺

（同）STCグループ 福祉事業 枚方市長尾北町
美容室三季 美容業 交野市松塚
㈲インテリア純 新築・中古住宅・マンションの内装工事全般 枚方市田口
㈱カスタム 不動産販売・仲介 大阪市西区京町堀
㈱シノ建 建設業・土木業 枚方市招提元町
岡一工業 防水・塗装工事 枚方市養父元町
カットサロンヒロシ 理容業 枚方市片鉾東町
㈱TBSハウジング 不動産業 摂津市鳥飼上
㈱仲設備 管工事業 枚方市長尾台
オリーブドラブ㈱ 内装工事業 枚方市茄子作
喫茶 ブルーリーフ 喫茶店 枚方市南中振
㈱朝のや 障害者福祉サービス事業 枚方市香里園町

（同）智 介護、貿易 枚方市長尾東町
㈲エイワン光房 加工業 交野市星田北

事業所名 営業内容 所 在 地
㈲森田商会 オートバイ販売、修理 枚方市星丘
市原電設（同） 電機工事業 交野市倉治
京阪防水工業 防水業　塗装業 枚方市養父元町
セブンイレブン
枚方楠葉朝日３丁目店 セブンイレブン 枚方市楠葉朝日

上園畳店 畳 寝屋川市楠根南町
山﨑組 型枠の解体業 寝屋川市国松町
㈱RIDE 建築工事業 寝屋川市秦町
ブルーローズ 飲食店 枚方市東船橋

マホロバ珈琲堂 自家焙煎コーヒー豆の小売販売。飲食
店向け卸。WEBSHOP通販事業。 枚方市長尾元町

sweet music 
ReMEMBERS 飲食業 枚方市岡本町

（同）リバイブ セットコミック、古本を再生させ
て通信販売を行う 枚方市渚本町

Relief Shutter シャッター修理取替等 守口市寺方元町
勝目鉄筋 鉄筋工事 枚方市養父丘
福本崇税理士事務所 税理士事務所 大阪市北区西天満
橘架設 足場設置、解体 枚方市牧野本町
小林真理子 料理教室 枚方市藤阪天神町
司法書士 行政書士 
かばやま法務事務所

相続、遺言、成年後見、不動産登記、商業・
法人登記、裁判所提出書類作成、債務整理 交野市私市

㈱SAKURA 塗装・建築業 枚方市西船橋
サイクルショップ ねやがわ 自転車販売　修理 寝屋川市中木田町
Ash Daizy 寄せ植え教室・庭の手入れ・植替等 交野市妙見東
㈱シビック・アンド・カンパニー 地元産クラフトビールの製造・販売等 交野市藤が尾
ee－talk 各種司会、企業研修・セミナー講師（新人教育、営業トーク等） 交野市私市
デルタモータースポーツ レース車両メンテナンス・レース参戦サポート・マネージメント 枚方市山之上東町
MiyabiKoki 機械器具設置工事、製缶製作、プラント工事、空調設備工事 枚方市楠葉面取町
蒼工業 機械器具設置工事業、製缶、塗装プラント工事 枚方市堂山
Dragonfly 取材・執筆、動画制作、文章・動画に関するご相談、司会・朗読 奈良市中登美ヶ丘

㈱池田睦会 硝子・樹脂容器の検品、ラベル貼
り、化粧品の各種セットアップ等 寝屋川市豊里町

３月の専門相談・金融相談日

商工会議所の専門経営相談をご利用下さい専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス

秘密
厳守

費用
無料! きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154

枚方市駅前事務所　　 TEL 072（843）5157
寝屋川支所　TEL 072（828）5151
交野支所　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員
法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） ３月７日（火）※ ・28日（火） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　門 前 武 彦　先生
法 　　 律（於：寝屋川支所） ３月15日（水） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　松 本 　 勉　先生
税務・経理（於：枚方市駅前事務所） ３月８日（水）・22日（水） 午後１時30分〜３時30分 税　   理　   士　杉 本 隆 志 先生
労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生
特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁　   理　   士　中 川 信 治　先生
金 　 融※

〈公庫・国民生活事業〉
（於：  きらら事務所にて

オンライン相談） 随　　　時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）
融資相談担当者

金 　 融
〈枚方信用金庫〉（於：きらら事務所） ３月８日（水） 午前10時〜正午 枚方信用金庫

融資相談担当者
注意：※は通常の相談日と異なります。金融相談をご希望の方は決算書及び確定申告書類等の電子データが必要です。申込・問い合わせは指導課（072‒843‒5154）へ
　　　◎枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。

関西ガス株式会社　代表取締役社長　加 賀 　 勉 氏
京都中央信用金庫枚方支店　支店長　塚 田 政 之 氏議員の異動
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北大阪商工会議所×日本政策金融公庫守口支店  事業承継マッチング支援

北大阪商工会議所では、 日本政策金融公庫の事業承継マッチング支援データベースを活用し、 事業を譲り渡したい方、 事業を譲り受けたい

方に対する支援サービスを開始いたしました。

M＆Aというと敷居の高いイメージがありましたが、近年では小規模事業者のM＆Aも行われるようになってきており、承継者がいないケー

スでも廃業せずとも第三者への事業譲渡により事業承継される事例が多くみられます。 また、 創業や事業拡大をお考えの方にも、 事業を引

き継いで新たなビジネスに挑戦する形態について関心が高まってきています。

もし M&Aを考えるべきかもしれないと少しでも思われた方はお気軽にご相談ください。

事業を第三者から

譲り受けたい方

事業を第三者に

譲り渡したい方

M&Aで事業を拡大したい

お店を出す夢を叶えたい

お店を誰かに続けてほしい

大切な事業を譲りたい

そろそろ引退したいな。。。

M&Aなんて考えたこともなかった

売上1，000万円程度でもよいの？

日本政策金融公庫には、事業を譲り受ける際に

必要な資金にご利用いただける融資制度があります。

事業承継・集約・活性化支援資金
（企業活力強化貸付）

創業時や事業拡大時等の

コスト低減

経営資源の承継

譲渡収入の確保

従業員の雇用維持

取引先の引継ぎ

事業承継・Ｍ＆Ａのメリット

事業承継・Ｍ＆Ａのメリット

1
事業承継等に際して、株式や事業用資産を取得

する方などが対象

多様化する事業承継に、 幅広く対応

経営承継円滑化法の認定を受けた会社の代表者

個人や同法の認定を受けた事業を営んでいない

個人への融資が可能

poin
t

2poin
t

3poin
t

※審査の結果、ご希望に沿えないことがございます。

北大阪商工会議所　寝屋川支所 （京阪寝屋川市駅西口から徒歩2 分）

寝屋川市東大利町2番 14号　ＴＥＬ： ０７２-８２８-５１５１　ＦＡＸ： ０７２-８２８-５１５６

本所 （きらら事務所） 平日０９ ： ００～１７ ： ００ （土日祝は休み）

枚方市車塚 1丁目 1番 1号輝きプラザきらら6階　TEL ： 072-843-5154　FAX ： 072-841-0173
ご相談はこちらまで

北大阪商工会議所と日本政策金融公庫守口支店が手数料無料で、

事業承継・M&Aを支援します
北大阪

商工会
議所

会員限
定

お申込みはこちら ➡

広告主募集
会員限定

新たな会員サービスとして、アドバンス寝屋川に設置されている大型LEDビジョ
ン（アドバンスビジョン）の月額割引サービスをはじめました。
当所経由でお申込みいただくと、月額5,000円お得です!!

広告掲載をご希望の方はお気軽に寝屋川支所までお問い合わせください。

北大阪商工会議所 寝屋川支所　〒572-0042 大阪府寝屋川市東大利町２番14号 
Tel：072-828-5151　Fax：072-828-5156

◆ 設置場所
　  アドバンス寝屋川２号館壁面（京阪寝屋

川市駅出てすぐ）
◆ 放映時間
　  ８：00〜22：00（１日当たり約80回放

送予定） 動画 15秒／１枠
◆ ビジョンサイズ
　  W4800㎜ × H2880㎜
　  （約220インチ相当）

【契約金額】 動画、静止画併せて15秒以内
期間：《通常価格》　　　　　　 《会員限定価格》
２年：￥30,000／月 + 税　➡　￥25,000／月 + 税

１年：￥40,000／月 + 税　➡　￥35,000／月 + 税

半年：￥50,000／月 + 税　➡　￥45,000／月 + 税
＊別途コンテンツ制作費￥30,000が初回費用として掛かります。

ADVANCE VISION
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会計士・税理士  岡林哲男税理士・公認会計士が語る！

副業による所得は事業所得か？

役に立つ税の豆知識

読
者
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
確
定
申
告
の
期

限
が
近
付
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
作
業
は
順
調

に
進
ん
で
る
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
昨
年
の
10
月
７
日
に
所
得
税
基
本
通

達
が
改
正
さ
れ
、「
業
務
に
係
る
雑
所
得
」
の

範
囲
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
当
改
正
は
、
最

近
増
え
つ
つ
あ
る
副
業
を
さ
れ
て
い
る
方
に
関

係
の
あ
る
も
の
で
す
。
今
月
号
で
は
、
当
改
正

を
踏
ま
え
て
、
副
業
に
よ
る
所
得
の
税
務
上
の

取
扱
い
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
事
業
所
得
と
雑
所
得
の
違
い

副
業
に
よ
る
所
得
は
、
10
種
類
あ
る
所
得
の

中
で
「
事
業
所
得
」
又
は
「
雑
所
得
」
に
該
当

し
ま
す
。「
事
業
所
得
」
と
は
、
農
業
、
漁
業
、

製
造
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
そ

の
他
の
事
業
で
経
済
的
に
行
う
事
業
か
ら
生
じ

る
所
得
で
あ
り
、「
雑
所
得
」
と
は
、
ほ
か
の

所
得
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
所
得
を
い
い

ま
す
。「
事
業
所
得
」
は
、
事
業
を
行
う
方
が

健
全
に
事
業
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
左
表
の
よ

う
な
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

事
業
所
得
は
他
の
損
益
と
通
算
が
で
き
る
た

め
、
副
業
に
よ
る
所
得
を
「
事
業
所
得
」
と
し

て
申
告
し
、
赤
字
を
作
り
節
税
を
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
節
税
方
法
は
、

税
法
の
す
き
を
つ
い
た
グ
レ
ー
な
方
法
で
あ
る

た
め
、
昨
年
の
10
月
７
日
に
所
得
税
基
本
通
達

が
改
正
さ
れ
、「
業
務
に
係
る
雑
所
得
」
の
範

囲
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。

②
事
業
所
得
と
雑
所
得
の
区
分
方
法

当
初
案
で
は
、「
副
業
収
入
が
3
0
0
万

円
以
下
か
ど
う
か
」
が
判
断
基
準
で
し
た
が
、

様
々
な
意
見
が
国
税
庁
に
出
さ
れ
た
結
果
、
最

終
的
に
は
「
記
帳
及
び
帳
簿
書
類
の
保
存
が
あ

る
か
ど
う
か
」
が
判
断
基
準
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
所
得
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
要
素

と
し
て
、
そ
の
所
得
を
得
る
活
動
に
つ
い
て
、

営
利
性
、
継
続
性
、
企
画
遂
行
性
の
３
つ
の
要

素
の
有
無
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
今
回
の

改
正
で
は
、
記
帳
及
び
帳
簿
書
類
の
保
存
が
あ

る
場
合
に
は
、
一
般
的
に
は
３
つ
の
要
素
を
有

し
て
い
る
の
で
「
事
業
所
得
」
に
区
分
さ
れ
る

場
合
が
多
く
、
保
存
が
な
い
場
合
に
は
、
３
つ

の
要
素
を
有
し
て
い
る
と
は
一
般
的
に
は
認
め

が
た
い
の
で
、
原
則
と
し

て
「
事
業
所
得
」
に
区
分

さ
れ
な
い
と
の
判
断
が
な

さ
れ
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
記
帳
・

帳
簿
書
類
の
保
存
が
あ

る
場
合
は
「
概
ね
事
業
所

得
」、
無
い
場
合
は
「
概

ね
雑
所
得
」
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
存
が
な
く
収

入
金
額
が
3
0
0
万
円
以

下
の
場
合
は
、
概
ね
が
は

ず
れ
「
雑
所
得
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
副
業
に
よ

る
収
入
が
3
0
0
万
円

以
下
で
あ
っ
て
も
、
記

帳
・
帳
簿
書
類
の
保
存

を
行
っ
て
い
れ
ば
、
多

く
の
ケ
ー
ス
で
は
「
事
業
所
得
」
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
「
概
ね
」

事
業
所
得
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
は
、

「
事
業
所
得
」
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
個

別
判
断
を
す
る
事
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

⑴  

そ
の
所
得
の
収
入
金
額
が
僅
少
と
認
め
ら
れ

る
場
合

  

例
え
ば
、
そ
の
所
得
の
収
入
金
額
が
、
例
年

（
概
ね
３
年
程
度
）、
3
0
0
万
円
以
下
で
主

た
る
収
入
に
対
す
る
割
合
が
10
％
未
満
の
場

合
は
、「
僅
少
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
に
該
当
。

⑵  

そ
の
所
得
を
得
る
活
動
に
営
利
性
が
認
め
ら

れ
な
い
場
合

  

そ
の
所
得
が
例
年
赤
字
で
、
か
つ
、
赤
字
を

解
消
す
る
た
め
の
取
組
を
実
施
し
て
い
な
い

場
合（
収
入
を
増
加
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
所

得
を
黒
字
に
す
る
た
め
の
営
業
活
動
等
を
実

施
し
て
い
な
い
場
合
）は
、「
営
利
性
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
」
に
該
当
。

③
事
業
所
得
と
雑
所
得
の
申
告

確
定
申
告
書
の
記
入
箇
所
は
、
事
業
所
得
は

「
事
業
所
得
」
の
欄
に
、
雑
所
得
は
、
雑
所
得

の
「
業
務
」
の
欄
に
記
載
し
ま
す
。
ま
た
、
事

業
所
得
の
場
合
は
、
雑
所
得
の
提
出
書
類
に

加
え
て
、
決
算
書（
青
色
申
告
決
算
書
又
は
収

支
内
訳
書
）が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
令
和
4
年
度
か
ら
「
雑
所
得
」
で
あ
っ
て

も
、
前
々
年
の
雑
所
得
の
「
業
務
」
の
収
入
金

額
が
1
0
0
0
万
円
超
で
あ
る
場
合
に
は
、
収

支
内
訳
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

留
意
が
必
要
で
す
。

な
お
、
給
与
収
入
が
２
、0
0
0
万
円
以
下

で
か
つ
給
与
所
得
及
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
の
方
や
公
的
年
金
等
の
収

入
金
額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
か
つ
そ
れ
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
に
は
、
確

定
申
告
が
不
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

給
与
所
得
者
が
行
っ
て
い
る
副
業
に
よ
る
所
得

が
20
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
申
告
は
不
要
で
す
。

事業所得 雑所得
給与所得等との損益通算※1 〇 ×
青色申告特別控除※2 〇 ×
青色事業専従者給与※3 〇 ×
純損失の繰り越しと繰り戻し※4 〇 ×
30万円未満の少額減価償却資産の特例※5 〇 ×

収入金額 記帳・帳簿書類の
保存あり

記帳・帳簿書類の
保存なし

300万円超
概ね事業所得

概ね業務に係る雑所得

300万円以下 業務に係る雑所得

※１   事業所得が赤字（副業で赤字）になった場合に、給与所得等から赤字分
を控除して所得税を算出できます。

※２   青色申告特別控除では、最大で65万円までの所得の特別控除を受ける
ことができます。

※３   青色事業専従者給与を活用すれば、家族を従業員としてその給与を必
要経費に算入することができます。

※４   赤字で出た損失を３年間繰り越して翌年度以降の所得から控除するこ
とができます。また逆に、前年の所得から繰り戻して還付を受けるこ
とも可能です。

※５   青色申告では、取得時10万円以上30万円未満の資産は、合計額が300万
円まで一括で経費として認められます。



大
阪
東
部
地
区
の
６
商
工
会
議
所（
北
大
阪
、

守
口
門
真
、
大
東
、
東
大
阪
、
八
尾
、
松
原
）

で
は
合
同
で
、
毎
年
５
月
期
を
基
準
と
し
た
各

管
内
事
業
所
の
平
均
給
与
や
モ
デ
ル
賃
金
、
諸

手
当
等
を
調
査
し
、「
大
阪
東
部
地
区
の
賃
金

白
書
」
と
し
て
発
刊
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も

そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一

部
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

わ
が
国
の
経
済
は
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
新
た

な
段
階
へ
移
行
し
、
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化

に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
原
油
・
原

材
料
価
格
の
高
騰
に
加
え
、
急
激
な
円
安
に
よ

る
物
価
上
昇
な
ど
が
、
企
業
収
益
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
今
回
の
調
査
で
は
７

割
弱
の
事
業
所
が
賃
上
げ
を
実
施
し
て
お
り
、

賃
上
げ
し
た
企
業
の
割
合
は
４
年
ぶ
り
に
上
昇

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
等
を
背
景
に

２
年
連
続
減
少
し
て
い
た
給
与
総
額
の
平
均
も
、

３
年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
時
間
内
給
与
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、
時
間

外
給
与
は
前
年
を
下
回
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
前
の
水
準
に
は
依
然
戻
ら
ぬ
状

況
で
す
。

本
調
査
結
果
に
は
、
ま
だ
ま
だ
補
完
す
べ
き

点
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
各
事
業
所
に

お
け
る
賃
金
管
理
の
一
助
と
し
て
ご
活
用
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
事
業
所
各
位
に
対
し
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
賃
金
白
書
【
完
全
版
】
は
き
ら
ら

事
務
所
、
枚
方
市
駅
前
事
務
所
、
交
野
支
所

に
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
是
非
ご
購
入
下
さ
い
。【
１
冊
税
込
み 

会
員

２
0
0
0
円　
非
会
員
３
0
0
0
円
】

◆
調
査
要
領
◆

１
．
調
査
の
目
的

こ
の
調
査
は
、
大
阪
東
部
地
区
事
業
所
の
給

与
水
準
及
び
そ
の
構
造
等
を
調
査
、
動
向
を
分

析
し
、
地
域
事
業
所
の
賃
金
管
理
に
役
立
つ
資

料
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
．
調
査
時
期
及
び
方
法

2
0
2
2
年
６
月
１
日
～
６
月
末
日
の
期
間

で
、
５
月
時
点
に
お
け
る
賃
金
等
を
郵
送
法
に

よ
り
調
査
し
た
。

３
．
調
査
実
施
機
関

【
大
阪
東
部
地
区
商
工
会
議
所
調
査
連
絡
会
】

東
大
阪
商
工
会
議
所（
幹
事
）、
守
口
門
真
商

工
会
議
所（
副
幹
事
）、
北
大
阪
商
工
会
議
所
、

大
東
商
工
会
議
所
、
八
尾
商
工
会
議
所
、
松
原

商
工
会
議
所

４
．
調
査
対
象
及
び
回
収
状
況

調
査
対
象
は
、
各
地
商
工
会
議
所
の
会
員
事

業
所
の
中
か
ら
、
各
々
任
意
に
抽
出
し
た
。

回
収
状
況
は
次
の
通
り
。

配
布
数
４
2
7
0　

有
効
回
答
数
8
6
2 

回
答
率（
％
）20
・
２

◆
調
査
概
要
◆

１
．
賃
上
げ
実
施
割
合
と
賃
上
げ
率

2
0
2
2
年
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
、
68
・

０
％（
回
答
事
業
所
8
6
2
社
の
内
5
8
6
社
）

が
実
施
し
、
そ
の
割
合
は
前
年（
60
・
１
％
）よ

り
７
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。
据
え
置
い
た

と
す
る
割
合
は
31
・
４
％（
前
年
39
・
２
％
）、

一
方
、
賃
下
げ
を
実
施
し
た
事
業
所
の
割
合
は

０
・
６
％（
同
０
・
７
％
）で
あ
っ
た
。

業
種
別
の
賃
上
げ
実
施
割
合
を
み
る
と
、
製

造
業
は
75
・
９
％（
同
68
・
0
％
）、
非
製
造
業

は
58
・
4
％（
同
49
・
6
％
）と
製
造
業
の
方
が

高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
賃
上
げ
を
実
施
し
た
事
業
所
の
平
均

賃
上
げ
率
は
2
・
4
％（
同
2
・
3
％
）と
0
・

1
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。
業
種
別
に
み
る
と
、

製
造
業
は
2
・
3
％（
同
2
・
2
％
）、
非
製
造

業
は
2
・
7
％（
同
2
・
4
％
）で
あ
っ
た
。
ま

た
、
賃
下
げ
実
施
事
業
所
の
平
均
賃
下
げ
率
は

1
・
5
％（
同
4
・
4
％
）。
業
種
別
で
は
、
製

造
業
は
2
・
0
％（
同
3
・
5
％
）、
非
製
造
業

は
0
・
8
％（
同
6
・
1
％
）と
な
っ
て
お
り
賃

下
げ
率
は
総
じ
て
減
少
し
て
い
る
が
、
特
に
非

製
造
業
の
下
げ
率
減
少
が
目
立
つ
。

２
．
平
均
給
与
の
動
向

全
業
種
で
み
た
１
ヶ
月
当
た
り
の
平
均
給

与
は
、
給
与
総
額
34
万
8
3
2
6
円（
平
均
年

齢
44
・
6
歳
、
勤
続
年
数
12
・
6
年
）と
前

年
よ
り
3
・
7
％
上
昇
し
た（
第
１
表
）。
な

お
、
平
均
年
齢
、
勤
続
年
数
と
も
に
ほ
ぼ
前

年
並
み
で
あ
っ
た
。
内
訳
を
み
る
と
所
定
労

働
時
間
内
給
与（
以
下
時
間
内
給
与
と
略
）は

31
万
9
4
2
6
円（
前
年
比
4
・
6
％
増
）、
所

定
労
働
時
間
外
給
与（
以
下
時
間
外
給
与
と
略
）

は
2
万
8
9
0
0
円（
同
4
・
6
％
減
）と
な
っ

て
い
る
。

業
種
別
で
み
る
と
、
製
造
業
は
給
与
総
額

で
34
万
7
7
6
8
円（
前
年
比
5
・
1
％
増
）

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
、
時
間
内
給
与
は

31
万
9
7
5
5
円（
同
6
・
6
％
増
）、
時
間

外
給
与
は
2
万
8
0
1
3
円（
同
9
・
5
％

減
）と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
非
製
造
業
は
給
与

総
額
で
34
万
9
2
9
3
円（
同
1
・
5
％
増
）

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
、
時
間
内
給
与
は

31
万
8
8
5
5
円（
同
1
・
3
％
増
）、
時
間
外

給
与
は
３
万
4
3
8
円（
同
4
・
3
％
増
）と

な
っ
て
い
る
。

３
．  

モ
デ
ル
賃
金（
基
本
給
、
職
務
給
、
職
能

給
等
で
手
当
等
は
含
ま
な
い
）

⑴
モ
デ
ル
賃
金
の
動
向

新
卒
者
を
基
準
と
し
た
一
定
の
モ
デ
ル
条
件

に
合
致
す
る
想
定
の
給
与
で
あ
る
モ
デ
ル
賃
金

の
推
移
は
、
第
２
表
の
通
り
と
な
っ
た
。

今
年
の
学
歴
・
職
種
別
の
モ
デ
ル
賃
金
を
前

年
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
、
大
学
卒
の
事

務
職
「
25
～
30
歳
」
の
年
齢
層
を
除
き
全
て
の

年
齢
層
で
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

事
務
職
と
現
場
職
の
モ
デ
ル
賃
金
を
比
較
す

る
と
、
高
校
卒
で
は
全
て
の
年
齢
層
で
現
場
職

が
事
務
職
を
上
回
っ
て
お
り
、
大
学
卒
で
は

「
40
～
60
歳
」
の
年
齢
層
で
事
務
職
が
現
場
職

を
上
回
っ
て
い
る
。

⑵
モ
デ
ル
賃
金
倍
率

各
学
歴
の
初
任
給（
勤
続
０
年
）を
1
0
0
と

し
た
各
年
齢
の
賃
金
倍
率
を
み
る
と
第
３
表
の

通
り
と
な
っ
た
。

賃
金
倍
率
は
、
全
業
種
に
お
い
て
事
務
職
・

現
場
職
共
に
「
60
歳
」
が
ピ
ー
ク
で
、
そ
の
倍

率
は
そ
れ
ぞ
れ
高
校
卒
の
事
務
職
が
1
・
89
倍
、

現
場
職
が
約
1
・
86
倍
、
大
学
卒
は
事
務
職
が

1
・
87
倍
、
現
場
職
が
約
1
・
80
倍
と
な
っ
た
。

第１表　平均給与の動向
（単位：円、％）

2020年 2021年 2022年
前年比 前年比 前年比

全
　
業
　
種

給 与 総 額 336,921 94.7 335,805 99.7 348,326 103.7
時 間 内 給 与 313,219 97.8 305,504 97.5 319,426 104.6
時 間 外 給 与 23,702 66.7 30,301 127.8 28,900 95.4
平均年齢（歳） 44.0 44.1 44.6
勤続年数（年） 12.4 12.2 12.6

製
　
　
造
　
　
業

平
　
　
　
均

給 与 総 額 331,591 93.9 331,023 99.8 347,768 105.1
時 間 内 給 与 310,415 97.5 300,066 96.7 319,755 106.6
時 間 外 給 与 21,177 60.7 30,956 146.2 28,013 90.5
平均年齢（歳） 43.5 43.7 44.3
勤続年数（年） 12.2 12.1 12.7

事
　
務
　
職

給 与 総 額 359,688 94.4 356,529 99.1 367,242 103.0
時 間 内 給 与 342,190 96.7 333,044 97.3 349,957 105.1
時 間 外 給 与 17,498 65.0 23,485 134.2 17,285 73.6
平均年齢（歳） 44.5 44.7 45.2
勤続年数（年） 12.2 11.8 12.6

現
　
場
　
職

給 与 総 額 312,657 94.1 315,996 101.1 336,158 106.4
時 間 内 給 与 289,001 99.2 280,638 97.1 301,749 107.5
時 間 外 給 与 23,656 57.7 35,358 149.5 34,409 97.3
平均年齢（歳） 42.6 42.7 43.5
勤続年数（年） 12.1 12.3 12.9

非
　
　
製
　
　
造
　
　
業

平
　
　
　
均

給 与 総 額 347,752 96.7 343,994 98.9 349,293 101.5
時 間 内 給 与 318,919 98.7 314,814 98.7 318,855 101.3
時 間 外 給 与 28,832 79.1 29,180 101.2 30,438 104.3
平均年齢（歳） 44.8 44.7 45.1
勤続年数（年） 12.7 12.5 12.3

事
　
務
　
職

給 与 総 額 361,697 94.4 356,274 98.5 374,967 105.2
時 間 内 給 与 343,143 95.8 334,274 97.4 351,624 105.2
時 間 外 給 与 18,553 74.4 22,001 118.6 23,343 106.1
平均年齢（歳） 45.2 45.0 45.4
勤続年数（年） 12.8 12.6 12.2

現
　
場
　
職

給 与 総 額 329,462 97.0 328,243 99.6 318,252 97.0
時 間 内 給 与 287,147 97.9 289,854 100.9 279,235 96.3
時 間 外 給 与 42,315 91.6 38,388 90.7 39,017 101.6
平均年齢（歳） 44.3 44.3 44.8
勤続年数（年） 12.4 12.3 12.4

第２表
2022年モデル賃金（全業種）

（単位：円、％）

学
歴

年
齢（
歳
）

勤
続（
年
）

事　務　職

2021年 2022年 対前年比

高
　
校
　
卒

18 0 178,800 182,700 102.2

20 2 185,200 187,400 101.2

22 4 195,400 197,100 100.9

25 7 209,700 211,600 100.9

30 12 232,800 233,800 100.4

35 17 252,700 254,700 100.8

40 22 274,900 278,500 101.3

45 27 295,100 303,300 102.8

50 32 312,300 325,900 104.4

55 37 322,900 342,600 106.1

60 42 325,000 345,700 106.4

大
　
学
　
卒

22 0 200,000 200,600 100.3

25 3 216,000 215,100 99.6

30 8 244,200 242,700 99.4

35 13 267,200 269,900 101.0

40 18 292,000 296,900 101.7

45 23 314,900 323,500 102.7

50 28 332,000 348,900 105.1

55 33 344,100 369,000 107.2

60 38 347,300 374,700 107.9

学
歴

年
齢（
歳
）

勤
続（
年
）

現　場　職

2021年 2022年 対前年比

高
　
校
　
卒

18 0 182,600 186,900 102.4

20 2 189,600 192,700 101.6

22 4 199,900 201,700 100.9

25 7 215,000 217,500 101.2

30 12 236,200 241,000 102.0

35 17 257,300 261,800 101.7

40 22 277,500 284,800 102.6

45 27 296,600 308,700 104.1

50 32 314,600 329,200 104.6

55 37 322,900 343,900 106.5

60 42 328,400 347,500 105.8

大
　
学
　
卒

22 0 200,900 204,700 101.9

25 3 217,300 219,900 101.2

30 8 241,300 245,700 101.8

35 13 263,100 271,400 103.2

40 18 285,800 296,600 103.8

45 23 309,500 321,200 103.8

50 28 327,900 343,500 104.8

55 33 341,800 360,700 105.5

60 38 347,800 368,000 105.8

注）モデル賃金（基本給）を使って計算

第３表　学歴・職種別モデル賃金倍率の推移
（単位：％）

全業種・現場職 全業種・事務職
年
齢（
歳
）

勤
続（
年
）

学
歴 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 学

歴 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

18 0

高
校
卒
・
現
場
職

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

高
校
卒
・
事
務
職

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
20 2 104.4 104.5 104.2 103.8 103.1 104.4 104.2 103.5 103.6 102.6
22 4 111.2 111.2 109.8 109.5 107.9 110.7 109.7 109.3 109.3 107.9
25 7 120.3 120.1 118.2 117.7 116.4 119.1 118.2 117.4 117.3 115.8
30 12 133.7 132.7 130.7 129.4 128.9 131.8 131.2 129.7 130.2 128.0
35 17 145.5 146.0 142.6 140.9 140.1 145.5 144.1 142.5 141.3 139.4
40 22 159.4 158.4 153.9 152.0 152.4 158.4 156.9 154.9 153.7 152.4
45 27 171.5 170.2 164.8 162.4 165.2 172.1 169.7 169.3 165.0 166.0
50 32 181.0 180.3 174.9 172.3 176.1 180.1 180.2 179.8 174.7 178.4
55 37 185.1 185.1 183.3 176.8 184.0 184.0 186.5 191.7 180.6 187.5
60 42 185.4 186.2 189.3 179.8 185.9 185.3 184.0 197.3 181.8 189.2
22 0

大
学
卒
・
現
場
職

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

大
学
卒
・
事
務
職

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
25 3 108.2 108.2 107.6 108.2 107.4 108.6 108.1 107.3 108.0 107.2
30 8 121.0 120.9 119.3 120.1 120.0 122.3 121.8 120.3 122.1 121.0
35 13 133.2 133.8 131.3 131.0 132.6 136.4 135.1 133.1 133.6 134.5
40 18 146.6 147.8 143.9 142.3 144.9 149.4 149.6 147.4 146.0 148.0
45 23 158.5 158.7 155.6 154.1 156.9 161.8 161.6 161.3 157.5 161.3
50 28 167.2 168.4 166.1 163.2 167.8 168.4 171.1 173.4 166.0 173.9
55 33 172.2 171.2 174.5 170.1 176.2 171.0 173.6 182.4 172.1 183.9
60 38 173.2 172.6 180.3 173.1 179.8 172.5 173.2 188.8 173.7 186.8

注）モデル賃金（基本給）を使って計算、各学年とも初任給モデルを100とした

賃
金
白
書

賃
金
白
書
概要版

2
0
2
2
年
度 

大
阪
東
部
地
区
の

⑴
注
意
点

◇  

こ
こ
で
い
う
「
所
定
労
働
時
間
内
給
与
」
と

は
、
所
定
の
労
働
時
間
内
の
労
働
に
対
し
て

支
払
わ
れ
る
も
の
で
、
基
本
給
や
通
勤
手
当
、

そ
の
他
諸
手
当
を
含
み
、「
所
定
労
働
時
間
外

給
与
」
と
は
、
所
定
労
働
時
間
外
の
労
働
に

対
し
て
支
払
わ
れ
る
残
業
手
当
、
早
出
手
当
、

休
日
出
勤
手
当
、
宿
日
直
手
当
な
ど
を
い
う
。

◇  

職
種
に
つ
い
て
、
事
務
職
は
、
事
務
、
管
理
、

技
術
、
営
業（
小
売
販
売
員
を
除
く
）職
に
従

事
す
る
も
の
で
、
現
場
職
は
、
一
般
製
造
部

門
に
従
事
す
る
者
及
び
小
売
販
売
員
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
職
等
を
い
う
。

◇  

本
書
で
の
モ
デ
ル
賃
金
は
、
新
卒
者
を
基
準

と
し
、
モ
デ
ル
条
件（
職
種
、
学
歴
、
年
齢
、

勤
続
年
数
）に
合
致
す
る
者
の
基
本
給
を
調
査

（
実
在
者
モ
デ
ル
賃
金
）し
て
い
る
が
、
条
件

に
近
い
者
か
ら
想
定
し
た
給
与（
想
定
モ
デ
ル

賃
金
）を
求
め
、
併
用
し
て
算
出
し
て
い
る
。

◇  

回
答
事
業
所
及
び
回
答
数
は
毎
年
同
じ
と
は

限
ら
ず
、
そ
の
た
め
モ
デ
ル
賃
金
、
諸
手
当

や
平
均
給
与
に
つ
い
て
時
系
列
比
較
に
は
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

◇  

構
成
比
、
前
年
比
な
ど
の
数
字
は
、
小
数
点

第
２
位
で
四
捨
五
入
し
て
い
る
。
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今
回
のN

ijiriguchi

の
主
人
公
は
、

株
式
会
社
ザ
・
テ
ー
ブ
ル
の
黒
田 

一
郎
氏
。
寝
屋
川
市
香
里
園
の
「
き
ゅ
う
ろ

く
鉄
板
焼
屋
香
里
園
店
」
な
ど
２
店
舗
を

展
開
。
お
い
し
い
鉄
板
焼
と
ハ
ン
バ
ー
グ

を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
提
供
し
て
い

る
。
店
名
で
あ
る
「
き
ゅ
う
ろ
く
」
に
ち
な

ん
で
９
月
６
日
に
は
ハ
ン
バ
ー
グ
を
96
円
で

96
食
提
供
す
る
な
ど
、
個
性
的
な
サ
ー
ビ
ス

で
一
気
に
認
知
度
を
高
め
た
。
鉄
板
で
焼

か
れ
る
ス
テ
ー
キ
や
ハ
ン
バ
ー
グ
は
高
級

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
価
格
で
し
っ
か
り
と
お
肉
本
来
の

味
を
楽
し
め
る
と
人
気
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
に
は
、
枚
方
市
田
口
に
新
形

態
の
「G

O
C

H
IH

A
N

96 H
am

burg &
 

C
offee hirakata

」
を
オ
ー
プ
ン
。
時
代

に
合
わ
せ
て
進
化
を
続
け
る
黒
田
氏
の
熱
き

思
い
に
迫
る
。

商
売
が
し
た
い
！

き
っ
か
け
は
飲
食
店
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

黒
田
氏
の
父
は
公
務
員
だ
。
安
定
し
た
給

料
で
家
族
を
養
っ
て
く
れ
た
父
。
感
謝
の
思

い
を
抱
き
な
が
ら
も
父
と
は
全
く
違
う
「
商

売
」
へ
の
思
い
が
兆
し
た
の
は
高
校
生
の
頃

だ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
の

飲
食
店
の
オ
ー
ナ
ー
の
一
言
。
飲
食
店
の
魅

力
を
こ
う
説
か
れ
た
と
い
う
。「
店
の
内
装

や
B
G
M
、
制
服
も
自
分
で
好
き
な
よ
う
に

選
べ
る
。
何
よ
り
、
料
理
の
仕
入
れ
か
ら
製

造
、
営
業
に
至
る
ま
で
、
全
て
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
上
、
お
客
さ
ん
か
ら
直

接
お
金
を
い
た
だ
い
て
、『
あ
り
が
と
う
！
』

と
ま
で
言
っ
て
も
ら
え
る
。
こ
ん
な
良
い
仕

事
ほ
か
に
は
な
い
」
と
。
い
つ
か
飲
食
店
を

起
業
し
よ
う
と
、
調
理
の
専
門
学
校
を
進
路

に
選
ん
だ
。

専
門
学
校
卒
業
後
は
、
三
重
県
の
志
摩
観

光
ホ
テ
ル
に
就
職
。
の
ち
に
G
７
サ
ミ
ッ
ト

の
会
場
に
も
な
る
ほ
ど
の
老
舗
ホ
テ
ル
だ
。

実
は
当
時
、
サ
ー
フ
ィ
ン
に
も
夢
中
だ
っ
た

と
い
う
黒
田
氏
。
志
摩
観
光
ホ
テ
ル
に
就
職

す
れ
ば
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
な
が
ら
本
格
的
な

料
理
も
学
べ
る
の
で
は
な
い
か
と
目
論
ん
で

い
た
。
し
か
し
、
ホ
テ
ル
は
想
像
を
超
え
る

ほ
ど
の
厳
し
さ
だ
っ
た
。
日
焼
け
も
厳
禁
、

サ
ー
フ
ィ
ン
は
全
く
で
き
な
か
っ
た
。
黒
田

氏
は
そ
こ
で
２
年
間
、
修
行
を
積
ん
だ
。

そ
し
て
21
歳
の
時
、
休
暇
で
訪
れ
た
宮
崎

県
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
。
街
と
海
が
融

合
し
て
い
る
環
境
に
感
動
。
ホ
テ
ル
を
退
職

し
、
宮
崎
へ
の
移
住
を
決
断
し
た
。
新
た
な

職
場
は
、
フ
レ
ン
チ
出
身
の
マ
ス
タ
ー
が
料

理
を
す
る
バ
ー
だ
っ
た
。
自
家
製
ス
モ
ー
ク

な
ど
こ
だ
わ
り
の
料
理
、
ま
た
、
お
酒
は

5
0
0
～
6
0
0
種
類
が
並
ぶ
よ
う
な
本
格

派
の
バ
ー
。
そ
こ
で
働
く
中
で
、
黒
田
氏
は

マ
ス
タ
ー
の
客
本
位
の
姿
勢
に
感
銘
を
受
け

る
。
そ
し
て
「
対
面
接
客
」
の
面
白
さ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
良
い
料
理
・
良
い
サ
ー

ビ
ス
を
届
け
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。

や
っ
と
辿
り
つ
い
た
起
業

こ
こ
で
つ
い
に
起
業
か
と
思
い
き
や
、
黒

田
氏
は
海
外
を
転
々
と
す
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
で
1
年
ほ
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

過
ご
し
、
学
生
時
代
か
ら
ハ
マ
っ
て
い
た

サ
ー
フ
ィ
ン
に
明
け
暮
れ
る
。
そ
の
後
も

フ
ィ
ジ
ー
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

サ
ー
フ
ィ
ン
中
心
の
生
活
を
２
年
ほ
ど
送
っ

た
。
こ
の
間
も
仕
事
は
一
貫
し
て
飲
食
業
に

携
わ
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

27
歳
の
頃
に
地
元
へ
の
思
い
が
強
く
な
っ

た
と
い
う
黒
田
氏
。
帰
国
し
京
阪
沿
線
の
飲

食
店
に
就
職
し
た
。
５
年
間
、
調
理
だ
け
で

な
く
、
店
の
管
理
、
従
業
員
の
教
育
な
ど
を

幅
広
く
経
験
し
た
。

そ
し
て
2
0
0
7
年
７
月
。
つ
い
に
起
業

の
時
を
迎
え
る
。
業
種
は
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
、
肉
で
勝
負
し
、
か
つ
対
面
接
客

が
で
き
る
「
鉄
板
焼
き
」
に
決
定
。
鉄
板
焼

き
の
経
験
は
な
か
っ
た
が
、
フ
レ
ン
チ
で
ス

テ
ー
キ
を
焼
い
て
い
た
時
の
経
験
で
勝
負
を

し
よ
う
と
思
っ
た
。
そ
し
て
寝
屋
川
市
八
坂

町
に
「
き
ゅ
う
ろ
く
鉄
板
焼
屋
寝
屋
川
本

店
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

滑
り
出
し
は
順
調
で
、
自
分
で
汗
を
か
い

た
分
、
自
分
の
売
上
に
な
る
達
成
感
が
あ
り
、

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
過
ご
す
日
々
が
充
実
し
て

い
た
と
い
う
。「
苦
労
と
言
え
る
よ
う
な
苦

労
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
黒
田
氏
。
オ
ー
プ

ン
か
ら
３
か
月
が
経
っ
た
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。

台
風
に
よ
る
大
雨
で
客
が
来
な
い
日
が

あ
っ
た
。
客
が
来
な
く
て
も
店
を
閉
め
る
こ

と
は
し
た
く
な
い
と
考
え
て
い
た
黒
田
氏
だ

が
、
そ
の
日
は
建
物
が
ギ
シ
ギ
シ
す
る
く
ら

い
の
豪
雨
。
店
を
閉
め
よ
う
と
思
っ
た
時

に
１
組
の
夫
婦
が
入
っ
て
き
た
。「
な
ん
や
、

お
店
ガ
ラ
ガ
ラ
や
な
。
今
帰
ろ
う
と
思
っ
て

た
や
ろ
？
見
た
ら
分
か
る
で
。
ご
飯
食
べ
て

行
き
た
い
ね
ん
け
ど
い
い
の
？
」
と
言
わ
れ

た
。
料
理
を
提
供
す
る
と
、「
こ
ん
な
と
こ

ろ
で
鉄
板
焼
き
な
ん
て
流
行
ら
な
い
。
何
か

ち
ゃ
う
こ
と
し
た
方
が
え
え
ん
ち
ゃ
う
？
」

と
言
わ
れ
た
。
こ
の
一
件
が
黒
田
氏
の
心
に

火
を
つ
け
た
。

驚
き
の
サ
ー
ビ
ス
、
９
月
６
日

「
き
ゅ
う
ろ
く
」
の
日

店
名
の
「
き
ゅ
う
ろ
く
」
は
、
黒
田
の
黒

＝
96
か
ら
発
想
さ
れ
て
い
る
。
鉄
板
焼
き
の

敷
居
の
高
い
イ
メ
ー
ジ
を
な
く
し
た
い
と
い

う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

認
知
度
を
上
げ
る
た
め
に
始
め
た
の
が
、

９
月
６
日
の
「
き
ゅ
う
ろ
く
」
の
日
に
打
ち

出
し
た
サ
ー
ビ
ス
だ
。
当
時
ラ
ン
チ
で
出
し

て
い
た
ハ
ン
バ
ー
グ
は
9
8
0
円
。「
き
ゅ

う
ろ
く
」
に
ち
な
ん
で
9
6
0
円
に
し
よ
う

か
と
考
え
た
が
、
そ
れ
で
は
き
っ
と
お
客
様

は
満
足
し
な
い
。
そ
れ
な
ら
思
い
切
っ
て

『
96
円
』
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
も
ち
ろ
ん

大
赤
字
だ
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
お
店
の
ハ
ン

バ
ー
グ
を
食
べ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い

と
考
え
た
。

初
め
て
の
き
ゅ
う
ろ
く
の
日
、
96
円
で
50

食
を
準
備
す
る
計
画
。
２
ヶ
月
前
か
ら
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
や
他
店
に
チ
ラ
シ
を
置
い
て
も
ら

い
、
告
知
に
力
を
入
れ
た
。

迎
え
た
当
日
。
50
人
を
超
え
る
客
が
列
を

作
っ
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
、
常
連
客
か

ら
は
「
毎
日
お
店
に
来
て
い
る
の
に
96
円
で

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
も
上
が
っ

た
。
そ
こ
で
翌
年
か
ら
は
更
に
数
を
増
や
し
、

「
96
円
で
96
食
」
の
ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
る
と

い
う
企
画
に
変
え
た
。

そ
の
後
き
ゅ
う
ろ
く
の
日
に
は
、
開
店

の
２
時
間
前
か
ら
行
列
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
行
列
が
更
な
る
評
判
を
呼
び
、

「
ハ
ン
バ
ー
グ
と
い
え
ば
き
ゅ
う
ろ
く
」
と

言
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
だ
。

そ
の
後
店
舗
数
が
増
え
、
最
大
時
に
は
寝

屋
川
、
香
里
園
、
梅
田
、
枚
方
の
４
店
舗
で

き
ゅ
う
ろ
く
の
日
を
開
催
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
直
撃
、

「
ハ
ン
バ
ー
グ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
フ
ェ
」
に

2
0
2
0
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
。

酒
の
提
供
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
中
で
、
店

は
壊
滅
的
な
影
響
を
受
け
る
。「
き
ゅ
う
ろ

く
の
日
」
も
、
感
染
対
策
で
並
ぶ
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
来
店
者
に
次
回
使
え
る

ハ
ン
バ
ー
グ
無
料
券
を
配
布
す
る
形
式
に
変

更
し
た
。

一
方
で
、
新
た
な
発
見
も
あ
っ
た
。
弁
当

は
好
調
で
、
ラ
ン
チ
で
も
ハ
ン
バ
ー
グ
は
よ

く
売
れ
た
。
そ
し
て
黒
田
氏
は
「
ハ
ン
バ
ー

グ
だ
け
を
食
べ
る
お
店
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
閉
店
し
て

い
た
枚
方
市
駅
前
の
店
舗
の
代
わ
り
に
、
ス

タ
イ
ル
を
変
え
て
出
店
し
よ
う
と
決
断
。
コ

ン
セ
プ
ト
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
「
ハ
ン
バ
ー
グ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
カ

フ
ェ
」
と
し
た
。
カ
フ
ェ
業
態
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
絶
好
調
だ
っ
た
か
ら
だ
。
場
所
は
、

お
酒
を
飲
む
店
で
は
な
い
た
め
、
ロ
ー
ド
サ

イ
ド
。
駐
車
場
も
広
い
場
所
で
探
し
、
見

つ
か
っ
た
の
が
、
枚
方
市
田
口
山
の
店
舗

跡
地
。「
ご
ち
そ
う
ハ
ン
バ
ー
グ
」
の
略
で

「G
O

C
H

IH
A

N
96

」
を
2
0
2
1
年
５
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

店
の
形
式
も
大
き
く
変
更
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
対
面
接
客
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
が
、
初
め

て
客
席
が
見
え
な
い
場
所
に
厨
房
を
構
え
た
。

黒
田
氏
は
、
従
業
員
へ
の
教
育
に
も
力
を

抜
か
な
い
。「
1
0
0
食
作
っ
た
う
ち
の
た
っ

た
１
食
、
盛
り
付
け
が
少
し
変
だ
っ
た
と
し

て
、
我
々
に
と
っ
て
は
1
0
0
分
の
１
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
の
1
0
0
分
の
１
の
失
敗
し

た
１
食
を
購
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
と
っ

て
は
そ
れ
が
す
べ
て
。
だ
か
ら
、
一
つ
一
つ
の

料
理
に
対
し
て
お
客
様
が
喜
ぶ
顔
を
考
え
て

作
っ
て
ほ
し
い
」
と
常
に
伝
え
て
い
る
。

時
代
に
合
わ
せ
た
店
づ
く
り
を

当
商
工
会
議
所
は
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助

成
金
の
申
請
に
あ
た
り
支
援
。
黒
田
氏
は
、

「
商
工
会
議
所
は
、
地
域
の
た
め
に
色
々
と

さ
れ
て
い
る
。
私
も
、
最
近
は
地
域
の
集
ま

り
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
て
、
関
わ
り

が
持
て
れ
ば
」
と
話
す
。

黒
田
氏
は
、「
ブ
ラ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
飲

食
業
界
を
変
え
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
を

持
っ
て
い
る
。

そ
の
思
い
は
変
わ
ら
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
を

き
っ
か
け
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
以
前

は
、
店
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
た
い
、
そ
し
て

従
業
員
に
店
長
を
任
せ
て
、
将
来
譲
る
こ
と

を
考
え
て
い
た
。
今
は
、
店
を
乱
立
さ
せ
る

と
人
手
不
足
に
陥
る
た
め
、
増
や
す
と
い
う

よ
り
は
、
必
要
な
店
舗
を
絞
っ
て
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
つ
は
、
規
模
の

大
き
い
店
を
た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
で
や
っ

て
い
く
。
一
方
で
、
セ
ル
フ
レ
ジ
や
モ
バ
イ

ル
オ
ー
ダ
ー
を
導
入
し
て
、
人
や
コ
ス
ト
を

減
ら
し
た
店
舗
。
両
方
を
存
続
さ
せ
る
の
が

今
の
目
標
だ
そ
う
だ
。

そ
し
て
、「
お
客
さ
ん
に
も
も
ち
ろ
ん

『
き
ゅ
う
ろ
く
っ
て
良
い
お
店
だ
』
と
思
っ

て
も
ら
い
た
い
し
、
従
業
員
に
も
『
き
ゅ
う

ろ
く
に
入
っ
て
良
か
っ
た
』『
長
く
勤
め
た

い
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
お
店
に
し
た
い
」

と
語
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で
も
試
行
錯
誤
を
重

ね
な
が
ら
、
お
客
様
に
お
い
し
い
料
理
と
最

適
の
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
よ
う
と
す
る
黒
田
氏
。

今
後
の
更
な
る
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

対
面
鉄
板
焼
か
ら
非
対
面
の
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
フ
ェ
へ

時
代
に
合
わ
せ
て
進
化
す
る「
ハ
ン
バ
ー
グ
の
お
店
」

Nijiriguchi
代表取締役 黒田一郎 氏株式会社ザ・テーブル

〒573-0001 大阪府枚方市田口山２-31-１
TEL：072-807-6536

http://www.thetable.jp/

思いを語る黒田社長

開放的でおしゃれな店内開放的でおしゃれな店内96の絶品ハンバーグ96の絶品ハンバーグ
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◇
右
近
、
星
田
で
活
躍

16
世
紀
半
ば
、
畠
山
両
家
が
未
だ
家
督
争

い
を
続
け
る
戦
国
末
期
、
管
領
畠
山
政
長
の

系
譜
に
あ
る
昭
高（
あ
き
た
か
）方
で
生
き
延

び
、
織
田
信
長
が
畿
内
に
進
出
す
る
頃
、
交

野
、
星
田
に
本
拠
を
置
き
、
私
部（
き
さ
べ
）

に
城
を
築
き
、
信
長
の
先
鋒
に
立
た
ん
と
し

た
武
将
が
い
た
。
こ
の
武
将
こ
そ
北
河
内
の

雄
、
安
見（
や
す
み
）右
近
で
あ
る
。

右
近
は
、
飯
盛
城
主
、
安
見
宗
房（
む
ね

ふ
さ
）の
一
族
と
み
ら
れ
る
。
宗
房
は
天
文

か
ら
永
禄
ま
で
の
９
年
間
、
畠
山
家
臣
団
の

一
員
と
し
て
飯
盛
城
主
を
務
め
た
。
こ
の

後
、
飯
盛
城
は
、
三
好
長
慶
が
城
主
と
な
り
、

「
信
長
に
先
駆
け
た
天
下
人
」
と
称
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
宗
房
が
三
好
長
慶
に
飯
盛
城

を
明
け
渡
し
た
永
禄
３
年（
1
5
6
0
）頃
、

右
近
は
交
野
の
土
豪
ら
を
ま
と
め
、
星
田
を

拠
点
と
し
て
活
動
を
始
め
る
。
河
内
進
出
を

目
指
す
信
長
と
提
携
、
北
河
内
一
帯
に
影
響

力
を
広
げ
、
永
禄
２
年（
1
5
5
9
）に
は
検

断
の
た
め
家
来
を
枚
方
寺
内（
枚
方
元
町
）に

派
遣
し
て
い
る
。（
以
下
、
枚
方
寺
内
関
係
は

実
従
の
日
記
「
私
心
記
」
の
記
述
に
よ
る
）

同
３
年（
1
5
6
0
）正
月
、
右
近
の
身
内
ら

し
き
安
見
与
助
と
も
う
一
名
が
枚
方
寺
内
に

出
向
き
実
従
と
対
面
。
同
４
年（
1
5
6
1
）

に
は
、
枚
方
寺
内
の
有
力
者
が
星
田
に
出
向

き
、
右
近
と
公
事
の
交
渉
を
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
枚
方
寺
内
の
外
交
に

と
っ
て
、
右
近
が
欠
か
せ
な
い
実
力
者
と
し

て
存
在
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

楠
葉
に
も
右
近
の
影
響
力
は
及
ん
で
い
た
。

◇
右
近
、
私
部
城
主
と
な
る

永
禄
８
年（
1
5
6
5
）、
右
近
は
畠
山

（
政
長
系
）氏
の
配
下
と
し
て
大
和
の
合
戦
に

参
加
す
る
。
右
近
は
畠
山
の
守
護
代
、
遊
佐

信
教
か
ら
大
和
の
松
永
久
秀
に
預
け
ら
れ
、

そ
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
。
信
長
が
、
足

利
義
昭
を
擁
し
て
上
洛
す
る
と
、
松
永
久
秀

は
い
ち
早
く
信
長
に
恭
順
し
た
た
め
、
右
近

も
信
長
方
の
有
力
武
将
と
な
る
。
永
禄
11
年

（
1
5
6
8
）、
久
秀
が
津
田
に
入
り
、
南
山

城
か
ら
北
河
内
へ
の
交
通
を
抑
え
る
。
こ
の

時
期
、
右
近
は
、
星
田
を
出
て
、
私
部
村
に

私
部
城
を
築
く
。
す
で
に
あ
っ
た
砦
の
よ
う

な
城（
南
北
朝
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
説
も

あ
る
）に
手
を
加
え
、
私
部
城
と
し
て
整
備

し
た
よ
う
だ
。
比
較
的
短
時
間
で
築
い
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
私
部
郷
を
掌
握
し
、
い
ち

早
く
信
長
方
に
呼
応
し
た
の
だ
。

石
山
本
願
寺
攻
め
で
畿
内
に
進
出
し
た
信

長
は
、
元
亀
元
年（
1
5
7
0
）８
月
、
枚
方

に
陣
取
る
。
私
部
城
は
、
枚
方
、
交
野
、
寝

屋
川
の
一
部
を
含
む
交
野
郡
の
名
を
冠
し
、

そ
の
当
時
、「
交
野
城
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

信
長
は
私
部
城
を
河
内
攻
略
の
重
要
城
郭
と

み
な
し
た
。
右
近
は
、
す
で
に
信
長
の
重
臣

佐
久
間
信
盛
の
娘
を
娶
り
信
長
が
こ
れ
を
容

認
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
右
近
の
実
力
を
高

く
評
価
し
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
が
、
そ
の
頃
、
信
長
に
背
こ
う
と

し
て
い
た
松
永
久
秀
の
疑
心
を
招
く
。

◇
右
近
、
無
念
の
切
腹

元
亀
２
年（
1
5
7
1
）５
月
10
日
、
右
近

は
久
秀
か
ら
大
和
へ
呼
び
出
さ
れ
、
詰
問
さ

れ
、
つ
い
に
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
久
秀
が
、

信
長
へ
の
反
逆
の
協
力
を
求
め
た
の
だ
ろ
う

が
、
右
近
は
、
天
下
の
た
め
あ
く
ま
で
信
長

方
で
い
る
こ
と
を
貫
い
た
の
だ
。
こ
の
勢
い

を
駆
っ
て
、
久
秀
、
久
通
父
子
は
、
た
だ
ち

に
出
陣
、
同
12
日
、
私
部
城
を
攻
め
立
て
た
。

し
か
し
、
城
方
は
こ
れ
を
持
ち
こ
た
え
、
同

27
日
、
父
子
は
攻
め
き
れ
ず
に
大
和
、
多
聞

城
に
帰
る
。
６
月
上
旬
、
松
永
方
の
一
部
は
、

な
お
相
城（
あ
い
し
ろ　

松
永
方
、
攻
め
る

側
が
、
敵
城
に
向
か
っ
て
造
る
城
）に
と
ど

ま
っ
て
い
た
。

◇
不
落
の
名
城
、
私
部
城

翌
、
元
亀
３
年（
1
5
7
2
）４
月
、
信
長

方
の
佐
久
間
信
盛
、
柴
田
勝
家
、
明
智
光
秀

ら
２
万
の
兵
が
私
部
城
へ
援
軍
で
駆
け
付

け
、
松
永
方
の
相
城
を
包
囲
、
そ
の
一
つ
を

陥
落
さ
せ
、
４
月
末
に
は
松
永
方
の
津
田
の

付
城（
攻
城
の
た
め
に
拠
点
と
な
る
城
）を
陥

落
さ
せ
る
。
右
近
死
し
て
不
在
な
れ
ど
安

見
一
族
、
一
丸
と
な
っ
て
私
部
城
を
守
り
抜

い
た
。
右
近
が
築
い
た
私
部
城
は
不
落
の
城

と
さ
れ
、
北
河
内
の
戦
史
に
残
る
名
城
と
い

わ
れ
る
。
久
秀（
通
称　
弾
正
）は
天
正
５
年

（
1
5
7
7
）、
信
長
の
子
、
織
田
信
忠
に
攻

め
ら
れ
、
信
貴
山
城
天
守
に
火
を
か
け
自
害

し
た
。

◇
新
七
郎
、「
御
馬
揃
え
」
で
活
躍

右
近
亡
き
後
、
私
部
城
に
は
そ
の
後
室

（
佐
久
間
信
盛
の
娘
）と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

子
が
残
さ
れ
る
。
そ
し
て
右
近
の
一
族
ら
し

き
安
見
新
七
郎
が
城
主（
又
は
代
理
）を
務
め

た
。
新
七
郎
も
な
か
な
か
の
武
将
で
あ
っ

た
。
新
七
郎
へ
の
信
長
の
信
頼
は
厚
く
、
天

正
６
年（
1
5
7
8
）、
信
長
自
身
が
堺
か
ら

の
帰
途
、「
安
見
新
七
郎
所
」（
信
長
公
記
）で

休
息
を
と
っ
た
と
い
う
。
ま
た
天
正
９
年

（
1
5
8
1
）２
月
28
日
に
京
都
の
内
裏
で
行

わ
れ
た
信
長
の
大
軍
事
パ
レ
ー
ド
「
京
都
御

馬
揃
え
」（
正
親
町
天
皇
が
観
覧
し
た
と
の
こ

と
）で
は
、
新
七
郎
が
北
河
内
地
域
の
武
将

を
取
り
次
ぐ
「
取
次
者
」
と
さ
れ
、
重
要
な

役
目
を
担
っ
た
。
右
近
の
舅
、
佐
久
間
信
盛

は
前
年
に
失
脚
し
、
パ
レ
ー
ド
に
は
参
加
し

て
い
な
い
の
で
、
新
七
郎
が
自
力
で
こ
の
地

位
を
確
保
し
て
い
た
。

信
長
の
河
内
平
定
に
伴
い
、
星
田
に
戻
っ

た
新
七
郎
は
、
織
田
政
権
下
で
枚
方
の
鋳
物

師
田
中
家
と
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
と
い

う
。
安
見
氏
の
鉄
砲
や
大
砲
の
技
術
と
関
係

が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

だ
が
、
遺
憾
な
り

｜
｜

、
信
長
は
天
正
10

年（
1
6
8
2
）６
月
２
日
、
本
能
寺
の
変

で
露
と
消
え
る

｜
｜

。
し
か
も
、
安
見
氏
は
、

天
下
分
け
め
の
山
崎
合
戦
で
不
運
に
も
明
智

方
に
つ
い
た
と
い
う
。
地
理
的
に
北
河
内
は

明
智
勢
に
近
す
ぎ
た
。
こ
れ
も
運
の
わ
る
さ

で
あ
ろ
う
。

安
見
氏
は
逼
塞
と
な
り
、
領
地
は
没
収
、

秀
吉
の
直
轄
地
と
な
り
、
家
臣
に
配
分
さ
れ

た
と
い
う
。（「
枚
方
の
歴
史
」
馬
部
隆
弘
他

著
）私
部
村
は
蔵
入
り
と
さ
れ
石
田
三
成
の

父
親
正
澄
が
代
官
を
務
め
た
と
の
こ
と
。

豊
臣
の
時
代
に
、
安
見
氏
の
消
息
は
不
明

と
な
る
。
私
部
城
跡
は
、
放
置
さ
れ
た
よ
う

だ
。
江
戸
時
代
に
は
私
部
城
は
、
３
年
間
、

後
家
が
城
を
守
っ
た
「
後
家
が
城
」
と
称
さ

れ
、
軍
記
物
語
も
で
き
た
と
い
う
。
勇
将
右

近
や
新
七
郎
、
右
近
の
妻
と
そ
の
子
の
存
在

を
私
部
や
星
田
の
村
人
は
忘
れ
な
か
っ
た
の

だ
。
新
七
郎
等
に
地
の
利
、
運
の
良
さ
が
あ

れ
ば
、
近
世
、
領
民
に
慕
わ
れ
交
野
を
本
拠

と
す
る
安
見
氏
の
城
下
町
が
誕
生
し
て
い
た

可
能
性
が
少
し
は
あ
っ
た
の
だ
。
気
候
風
土

も
よ
く
、
山
紫
水
明
の
名
城
と
な
っ
た
で
あ

ろ
う
。

◇
そ
の
後
の
安
見
氏

愛
媛
県
松
野
町（
南
予
）の
河
後
森（
か
ご

も
り
）城
や
石
川
県
、
加
賀
藩
に
お
い
て

「
安
見
」
姓
の
一
族
が
存
在
し
た
と
い
う
史

料
が
み
つ
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
砲
術
を

も
っ
て
仕
え
た
と
も
い
い
、
交
野
の
安
見
氏

と
の
つ
な
が
り
も
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
研
究

が
進
み
、
安
見
右
近
や
新
七
郎
、
右
近
の
妻

子
ら
の
消
息
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

◇
私
部
城
跡
を
訪
ね
よ
う

京
阪
交
野
線
、
交
野
市
駅
か
ら
東
方
向
へ

７
～
８
分
、
交
野
市
庁
舎
の
手
前
を
北
方
向

へ
、
交
野
郵
便
局
前
の
道
を
入
る
と
「
私
部

城
」
跡
で
あ
る
。
小
さ
な
碑（
写
真
①
）が
建

つ
。
北
側
の
道
路
側
か
ら
は
、
郭
跡
で
あ
る

盛
り
土（
写
真
③
）が
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
、

城
跡
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
城
跡

は
、
緑
が
深
く
残
る
。
私
部
６
丁
目
に
あ
る

た
め
「
私
部
城
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
文
献
上

は
「
交
野
城
」。
最
近
、「
交
野
市
史
跡
」
と

し
て
指
定（
2
0
1
8
）さ
れ
、
保
護
で
き
る

態
勢
に
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
貴
重
な

戦
国
期
の
平
城
跡
で
あ
る
。

北
に
免
除
川
が
流
れ
、
外
堀
の
役
割
を
果

た
す
。
南
に
広
が
る
段
丘
上
に
、
島
状
に
郭

（
か
く　
く
る
わ
）が
東
西
に
並
び
、
西
か
ら

二
郭
、
本
郭
、
三
郭
、
四
郭
が
あ
る
。
そ
の

間
に
空
堀
が
巡
る
。
郭
跡
の
盛
り
土
の
南
に

は
池
が
点
々
と
残
る
が
、
つ
な
げ
ば
水
堀

（
写
真
②
、
日
照
り
続
き
で
水
が
涸
れ
た
池
、

水
堀
跡
か
？
）を
復
元
で
き
る
。
群
郭
式
縄

張
り
で
、
石
垣
は
な
く
盛
り
土
で
固
め
た
城

で
あ
る
。
自
然
の
高
台
、
低
地
、
谷
な
ど
を

利
用
し
、
す
で
に
あ
っ
た
私
部
村
の
町
場
に

沿
う
よ
う
に
、
未
利
用
地
に
築
か
れ
、
城
下

町
を
築
く
と
い
う
意
図
は
な
か
っ
た
と
思
え

る
。
虎
口
の
あ
た
り
は
、
大
き
な
寺
が
昔
か

ら
建
ち
、
防
御
の
役
割
を
持
た
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
本
郭
や
二
郭
の
発
掘
で
、
瓦
を
多
数

使
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
、
城

郭
の
瓦
使
用
の
さ
き
が
け
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。（

参
考
、「
い
ま
、
甦
る
私
部
城
」「
い
ま
、

甦
る
私
部
城
2
0
1
9
安
見
一
族
と
城
」
交

野
市
教
育
委
員
会
、「
交
野
市
史　

交
野
町

略
史
復
刻
編
」
交
野
市
、「
枚
方
の
歴
史
」

馬
部
隆
弘
他
著
）

風
雲
、
私
部
城安見

右
近
と
新
七
郎

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長 

堀
家
啓
男

交
野
ケ
原
編
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③郭跡の盛り土　

①城址

②日照り続きで水が涸れた池、水堀跡か？



令
和
４
年
度 

柿
丸
会
長
年
度
の
委
員
会

活
動
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
に
１
年
間
を
振

り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
川
く
ん
：
未
来
提
言
委
員
会
は
実
に
盛
り

だ
く
さ
ん
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
６
月

に
創
立
40
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
北
大

阪
Y
E
G
は
じ
め
て
の
提
言
書
の
手
交
式

を
ス
タ
ー
ト
に
、
８
月
の
提
言
勉
強
会（
日

本
Y
E
G
政
策
提
言
委
員
会
の
講
師
派
遣
）、

10
月
「
魚
屋
の
森
さ
ん
」
こ
と
森 

朝
奈
さ

ん
を
お
迎
え
し
た
例
会
、
11
月
の
Z
K
K
で

の
交
通
警
備
か
ら
の
お
つ
か
れ
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会（
笑
）、
そ
し
て
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
小
委
員
会
を
経
て
、
12
月
に
提
言
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
行
い
、
つ
い
に

こ
の
度
、
令
和
４
年
度
の
提
言
書
が
完
成
し

ま
し
た
!!
こ
ん
な
に
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
、
提
言
書
の
作
成
に
真
剣
に
向
き
合
っ

て
く
れ
た
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
は
感
謝
し
て

も
し
き
れ
ま
せ
ん
。
委
員
会
で
の
白
熱
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
、
思
い
っ
き
り
弾

け
た
懇
親
会
ま
で
の
振
り
幅
は
、
未
来
提
言

フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ら
で
は（
笑
）商
売
人
の
私
た

ち
な
ら
で
は
の
目
線
で
、
地
域
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
る
時
間
も
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で

す
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
出
逢
え
て
よ
か
っ

た
!!
未
来
提
言
委
員
会
サ
イ
コ
ー
で
す
！

岡
市
く
ん
：
会
員
研
修
委
員
会
で
は
、
５
月

と
10
月
の
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
１
月
の
新
春
例
会
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
新
入
会
員
に
、
ま
ず
は
Y
E
G
を

知
っ
て
貰
う
こ
と
と
、
楽
し
ん
で
学
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
新
春
例
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
、
中
々
集
ま
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
年
振
り
に
多
く
の
メ

ン
バ
ー
と
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
促
進
の
検

証
を
行
う
中
で
、
委
員
会
内
で
は
A
T
回
答

率
1
0
0
％
を
目
標
と
し
ま
し
た
。
委
員
会

で
一
番
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
は
、
委
員
会

メ
ン
バ
ー
へ
の
気
配
り
と
声
掛
け
、
そ
し
て
、

参
加
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
楽
し
ん
で
貰
え
る

よ
う
に
、
委
員
会
ゴ
ル
フ
な
ど
も
企
画
し
ま

し
た
。
私
自
身
、
委
員
長
と
し
て
様
々
な
学

び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
一
年
間
活
動
を
共
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
山
く
ん
：
本
会
交
流
委
員
会
で
は
、
北
大

阪
商
工
会
議
所
職
員
の
皆
様
と
の
交
流
を
重

視
し
、
意
見
交
換
、
情
報
交
換
の
場
を
設
け
、

メ
ン
バ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
北
大
阪
商
工

会
議
所
の
様
々
な
制
度
や
会
員
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
情
報
を
収
集
し
、
メ
ン
バ
ー
へ
伝
え
る

橋
渡
し
の
役
割
を
通
じ
、
そ
の
利
用
を
促
進

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
活
動
の
中
心
と
し
て
い

ま
す
。

　
商
工
会
議
所
組
織
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
本
年
度
３
回
の
開
催
を
通
じ
て
、
職
員
の

方
と
有
意
義
な
意
見
交
換
、
情
報
の
共
有
を

し
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
知
り
利
用
す
る
き
っ

か
け
と
し
ま
し
た
。
担
当
例
会
に
お
い
て
は
、

北
大
阪
商
工
会
議
所
の
魅
力
を
知
り
、
今
後

の
事
業
参
加
へ
の
好
循
環
を
創
出
し
ま
し
た
。

本
会
職
員
と
の
交
流
事
業
で
は
、
よ
り
和
や

か
な
雰
囲
気
を
も
っ
て
職
員
の
方
と
の
交
流

を
図
り
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
会
員
サ
ー
ビ

ス
を
知
り
利
用
す
る
き
っ
か
け
と
し
ま
し
た
。

委
員
会
開
催
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
身
近
な

委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
知
る

こ
と
、
職
員
の
方
と
交
流
を
図
る
こ
と
を
重

視
し
ま
し
た
が
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を
も
っ

て
そ
の
点
伝
え
て
い
け
た
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

柴
田
く
ん
：
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
委
員
会
で
は
、

メ
ン
バ
ー
の
こ
と
を
よ
く
知
る
こ
と
が
第
一

だ
と
考
え
、
名
刺
交
換
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な

い
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
内
容
と
し
て
名

刺
Ｐ
Ｒ
作
戦
を
年
間
の
テ
ー
マ
と
し
て
実
行

し
ま
し
た
。

　
８
月
に
行
っ
た
格
付
け
チ
ェ
ッ
ク
交
流
で

は
、
自
分
の
得
手
不
得
手
を
知
る
き
っ
か
け

を
体
験
し
て
も
ら
い
、
11
月
に
行
っ
た
謎
解

き
交
流
で
、
閃
き
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
月
の
プ
レ
ゼ
ン
交
流
で
は
、
短
時
間
で

自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ヒ
ン
ト
を
知
る
こ
と

に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
運
営
で
も
昼
間
か
ら
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流

す
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
同
士
が
打
ち
解
け

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
委
員
会
メ
ン

バ
ー
の
会
社
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
自
社
へ

の
上
手
な
活
用
が
で
き
る
よ
う
考
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
志
青
会
で
は
Ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

す
る
貴
重
な
機
会
を
逃
さ
ぬ
よ
う
に
予
選
会

を
開
催
し
、
本
戦
で
は
応
援
者
の
熱
気
で
会

場
に
一
体
感
が
生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
最
高
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
、
こ

の
一
年
間
助
け
て
も
ら
っ
て
ば
か
り
で
、
本

当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
次
年
度
も
各

委
員
会
が
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
で
自
然
と

ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

西
島
く
ん
：
総
務
委
員
会
で
は
最
初
の
事
業

と
し
て
、
前
年
度
の
締
め
く
く
り
、
今
年
度

の
開
始
と
な
る
定
時
総
会
を
早
い
段
階
で
提

案
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安

の
残
る
中
で
の
開
催
で
は
、
初
め
て
の
会
場

利
用
方
法
、
久
方
ぶ
り
の
飲
食
有
り
の
懇
親

会
開
催
に
多
く
の
来
賓
、
Ｏ
Ｂ
、
メ
ン
バ
ー

が
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
良
い
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー

は
、
ど
の
事
業
に
も
準
備
か
ら
本
番
終
了
ま

で
、
様
々
な
役
割
に
力
を
発
揮
し
て
助
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
委
員
会
と

し
て
事
業
数
は
少
な
い
で
す
が
、
毎
月
開
催

さ
れ
る
諸
会
議
運
営
な
ど
、
裏
方
の
役
割
を

副
委
員
長
、
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
協
力
し
、

会
議
の
大
切
さ
を
共
有
し
て
い
た
だ
け
た
１

年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
１
年
を
振
り
返
り
、

委
員
長
と
し
て
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
支
え
て

い
た
だ
き
、
自
分
自
身
の
成
長
に
繋
が
っ
て

き
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
愉
し
さ
、
大
変
な
こ

と
、
人
と
人
と
の
絆
が
多
く
生
ま
れ
る
こ
と

を
、
も
っ
と
沢
山
の
メ
ン
バ
ー
に
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

未来提言委員会
委員長　北川弥生くん

会員研修委員会
委員長　岡市栄次郎くん

本会交流委員会
委員長　市山　優くん

ビジネス交流委員会
委員長　柴田潤夫くん

総務委員会
委員長　西島弘典くん
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青年部 Young Entrepreneurs Group Information 青年部http://kitaosaka-yeg.jp/

北大阪商工会議所 青年部北大阪商工会議所 青年部

〒573-1159　枚方市車塚１丁目１番１号　輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173　北大阪商工会議所青年部事務局　http://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　

令和４年度スローガン

令和４年度会長　柿 丸 　 裕

OPEN A NEW ERA！新時代を切り開け！

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。

会員募集

せいしょう

青年部ニュース
発　行

北大阪商工会議所
青年部　広報委員会

１
年
を
振
り
返
っ
て
～
前
編
～

第269号

Young Entrepreneurs
 Group Informaition



◆LINEからのニュース投稿機能について！ ◆プレゼント特集（ご提供頂ける事業所）募集

LINEから手軽にニュース作成と投稿が出来ます！
ぜひ、ご活用ください！

地域ポータルサイトのプレゼントコーナー!!
プレゼント提供を頂ける事業所様を募集中。
コーナーでは、屋号と事業内容について
無料掲載させて頂きます。
https://hirakata.mypl.net/article/present_kitaosakaランチ、デザートなどのイチオシ特集に参加しませんか

◆イチオシ特集・掲載募集 掲載無料！

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくんまいぷれ通信まいぷれ通信

地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで

「お家のこと、ゆっくりお話しください。じっく
りお聴きします。」
株式会社さくらは今から49年前に地域密着店、
町の電気屋さんとしてスタートし、今では電球１
個交換からお家のリフォームや不動産売買まで、
住まいにかかわる様々な「お家困った」（お家の困
り事）にお応えしています。
昨秋３店舗目として、“リノベーション＆大型リ
フォーム専門店” を枚方茄子作にオープン！お客さ
まに寄り添ったワンストップのご提案ができます。

-----ポータルサイト活用について、感想をお聞かせください。
お家のお困り事や現場でのリアルなビフォーアフターの実例比較や弊社
のイベント情報など、困った時のお役に立てるようなニュースをタイム
リーにアップしています。「まいぷれを見た」とのお問合せもあり、地元
の皆さまにはより一層の安心感や親近感を抱いていただけるよう、これ
からも積極的に情報発信していきます。
-----株式会社さくら 代表取締役 吉村健二 様 お声を聞かせて頂きありがとうございました。

〜 株式会社さくら　茄子作店さくリノ 〜

名　　称　株式会社さくら　茄子作店さくリノ
住　　所　枚方市茄子作東町６-36
電話番号　0120-390-155

ひらかたポイント協力店

お問い合わせ　まいぷれ事務局　TEL：072-841-1200

地域ポータルサイトを活用しませんか？
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Local information Local Information



肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00
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Supported by Supported by
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43

SAN ESU MOTORS

建物の様々な管理にお困りのオーナー様に朗報!!

一般労働者派遣随時登録┃清掃・警備・設備社員随時募集

■総合ビル管理■病院清掃■警備業務■一般労働者派遣 etc.お気軽にお問合せ下さい。

地元で愛され56年、更なる安心・安全で皆様に貢献していきます

ビル・病院・施設等の総合管理
我々が一括管理致します。

TEL.072-834-2927
枚方市出口３-１-20（FAX.072-834-0417）

大建管理株式会社
URL http://www.daikenkk.com/
E-mail daikenkk@ninus.ocn.ne.jp



会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  4,000会員4,000会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等4,000社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※  なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

プレスリリースとは、報道機関に向けて情報の提供・告知・発表を行うことです。「プレス」は報道機関、「リ
リース」は提供・告知・発表を意味しています。このプランでは北大阪商工会議所がお申込みいただいた事業所の
紹介記事をライティングし、取りまとめて告知を発表することにより、公のプレスにアプローチすることができ
ます。各種報道機関の目に留まれば、テレビや新聞、ラジオなどに貴社の情報が掲載されるかもしれません。ま
た、基本メニューとして当所のウェブサイトにプレスの内容を掲載させていただきますので、自社のウェブ上の告
知としてご活用いただくこともできます。

当プランでは、同時に北大阪商工会議所の公式LINEアカウントでの広告や会報誌での広告も連動できます。残
念ながら報道機関に取り上げられなかった場合でも3,600の会員企業や北大阪の企業人1,500人の端末へダイレ
クト広告を発信することができます。この機会にぜひご活用ください！

プレスリリースサービス、LINE広告を始めます！
北大阪商工会議所

お申込みは↓までご連絡を！
詳細をご連絡させていただきます。

北大阪商工会議所 総務部
The NORTH 編集室

TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north@kocci.or.jp※必ず報道機関に取り上げられることを保証するものではございませんのでご了承ください。

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
  　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン④

プレス
リリース

North Web
サイト掲載

ウェブ上に告知のベースを
掲載したい方におススメ！

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン⑤

LINE
広告

North Web
サイト掲載

低コストで迅速なB to B
広告をご希望の方におススメ！

料金
　99,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン①

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報チラシ
折込

おススメ！
29,700円お得！

料金
　88,000円／回（税込）
頻度・締切
  　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン②
プレス

リリース
LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報誌
広告※

おススメ！
22,000円お得！

※表２もしくは表３、枠に空きがある月のみ可能

料金
　55,000円／回（税込）
頻度・締切
  　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン③

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

おススメ！
11,000円お得！

会員事業所限定!! 世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）

枚方市尊延寺899-2

お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…
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Trivia

令和５年３月号
発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

1 位　ゼロからの資本論 斎 藤 幸 平 著(ＮＨK出版 ¥1,023)

2 位　日本という国家 
御 厨 　 貴 ・ 田原総一朗 著(河出書房新社 ¥1,980)

3 位　国商最後のフィクサー　葛西敬之
 森 　 　 功 著(講談社 ¥1,980)

4 位　橋下徹の研究 百 田 尚 樹 著(飛鳥新社 ¥1,540)

5 位　自分と家族の生前整理と手続き
 小 俣 孝 一 著(文響社 ¥1,595)

地域の統計

新規求人倍率
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管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率
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※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（12月末人口）
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枚 方 市396,252
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2023年１月21日～ 2023年１月27日㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking


